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第 １ 回 厚 生 労働 省 提 言 型 政 策 仕 分 け  

 

開 催 日 時 ： 平成 ２ ４ 年 ５ 月 ２ ５ 日 （ 金 ）９ ： ５ ９ ～ １２ ： ０ １  

開 催 場 所 ： 厚生 労 働 省 共 用 ７ 会 議 室 （ ５階 ）  

出 席 者 ： 秋 山委 員 、 阿 部 委 員 、 和 泉 委 員、 中 山 委 員 、宮 山 委 員、 脇 坂 委員  

 

○ 総 括 審 議 官（ 事 業 仕 分 け 室 長 ）  

 定 刻 と な りま し た 。 皆 様 お 揃 い で す ので 、 た だ 今 より 、 「第 1 回  厚 生労 働 省

版 提 言 型 政 策仕 分 け 」 を 開 催 い たし ま す。 私 は 、 厚 生労 働 省 事業 仕 分 け室 長 の 二

川 で ご ざ い ます 。 ど う ぞ よ ろ し くお 願 いい た し ま す 。委 員 の 皆様 に お かれ ま し て

は 、 ご 多 忙 中の と こ ろ 、 本 会 合 にご 参 加い た だ き ま して 、 あ りが と う ござ い ま す。

当 省 の 政 務 三役 か ら は 西 村 副 大 臣が 出 席し て お り ま すの で 、 初め に 、 西村 厚 生 労

働 副 大 臣 よ りご 挨 拶 を お 願 い い た し ま す。  

 

○ 西 村 厚 生 労働 副 大 臣  

 皆 様 、 お はよ う ご ざ い ま す 。 厚生 労 働副 大 臣 の 西 村で ご ざ いま す 。 有識 者 の 先

生 方 に は 、 今日 は 大 変 お 忙 し い とこ ろ 、私 ど も 厚 生 労働 省 の 提言 型 政 策仕 分 け の

た め に お 集 まり を い た だ き 、 大 変あ り がと う ご ざ い ます 。 本 日、 例 の 社会 保 障 と

税 の 一 体 改 革の 特 別 委 員 会 が 開 会さ れ てお り ま し て 、小 宮 山 大臣 は 答 弁の た め に

そ ち ら の ほ うへ 出 席 し て お り ま して 、 私が 代 わ っ て ご挨 拶 を させ て い ただ き ま す。  

 社 会 保 障 と税 の 一 体 改 革 を は じめ 、 厚生 労 働 省 が 所管 す る 分野 は 大 変幅 広 く 、

そ し て 、 一 つひ と つ が 大 変 重 要 なも の であ る わ け で すけ れ ど も、 同 時 に、 国 民 の

皆 様 か ら ど のよ う な 目 線 で 見 ら れて い るか と い う こ とは 、 常 に注 意 を 払い 、 仕 事

に 取 り 組 ん でい く べ き だ ろ う と 考 え て おり ま す 。  

 厚 生 労 働 省は 政 権 交 代 後 、 独 自の 事 業仕 分 け を 省 とし て 行 うな ど 、 積極 的 に 取

り 組 ん で き たと こ ろ で あ り ま す が、 今 回初 め て の 試 みと い た しま し て 、「 提 言 型

政 策 仕 分 け 」と い う 形 で 、 い ま まで 部 局間 で 縦 割 り にな っ て いた も の を、 も う 少

し 効 率 的 に でき な い か 、 効 果 的 に実 施 する こ と が で きる の で はな い か 、そ う い っ

た 観 点 か ら 今回 の 仕 分 け を 行 っ てい た だく こ と に な りま し た 。是 非 、 有識 者 の 先

生 方 に は 忌 憚の な い ご 意 見 、 ご 指導 を いた だ い て 、 さら に 国 民の 皆 様 から 信 頼 さ

れ る 厚 生 労 働行 政 が 展 開 で き る よう に 取り 組 ん で い きた い と 考え て お りま す 。 と

に か く ス ピ ード 感 を 持 っ て 取 り 組ん で いく こ と が 大 事だ と 思 って お り ます 。 今 日

は 、 第 1 段 と い た し ま し て 、 「 リー マ ンシ ョ ッ ク 後 の雇 用 対 策」 と い うテ ー マ で

行 わ せ て い ただ き ま す け れ ど も 、 次 回 以降 も 何 卒 よ ろし く お 願い い た しま す 。  

 

○ 総 括 審 議 官（ 事 業 仕 分 け 室 長 ）  

 そ れ で は 、カ メ ラ の 方 は 一 旦 こ こ で 退室 を お 願 い いた し ま す。 資 料 1 にあ り ま

す が 、 ま ず 、委 員 の 方 々 を 50 音 順 に ご紹 介 い た し ます 。  

 株 式 会 社 ケア ー ズ 白 十 字 訪 問 看護 ス テー シ ョ ン 代 表取 締 役 の秋 山 正 子委 員 で す。

獨 協 大 学 経 済 学 部 教 授 の 阿 部 正 浩 委 員 で す 。 生 活 経 済 ジ ャ ー ナ リ ス ト /キ ャ リ ア
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カ ウ ン セ ラ ーの 和 泉 昭 子 委 員 で す。 元 学校 法 人 ホ ン ダ学 園 常 務理 事 の 中山 弘 委 員

で す 。 埼 玉 医科 大 学 医 学 部 特 任 教授 の 宮山 徳 司 委 員 です 。 学 習院 大 学 経済 学 部 教

授 の 脇 坂 明 委員 で す 。  

 資 料 1 に あ り ま す よ う に 、 こ の政 策 提言 仕 分 け で は、 今 日 は、 「 リ ーマ ン シ ョ

ッ ク 後 の 雇 用対 策 」 が テ ー マ で すが 、 それ 以 降 は 、 「医 療 と 介護 の 連 携」 な ど 5

つ の テ ー マ を取 り 上 げ る 予 定 で す。 ま た、 本 会 合 の 審議 に つ いて は 、 この 議 論 を

録 画 し た も の及 び 、 議 事 録 を 後 日、 厚 生労 働 省 の ホ ーム ペ ー ジに 掲 載 する 予 定 で

す 。  

 ま た 、 本 日の 会 議 の 進 め 方 で すが 、 委員 の ど な た かに 座 長 をお 願 い して 進 行 し

て い た だ き たい と 考 え て お り ま す。 恐 縮で す が 、 本 日は 、 委 員の 皆 様 に事 前 に 決

定 を い た だ きま し た 阿 部 委 員 に 座長 を お願 い し た い と思 っ て おり ま す ので 、 こ れ

以 降 の 進 行 につ い て は 阿 部 委 員 に お 願 いい た し ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 本 日 の 座 長を つ と め ま す 阿 部 です 。 どう ぞ よ ろ し くお 願 い いた し ま す。 は じ め

に 、 本 会 合 の設 置 目 的 や 進 め 方 に つ い て確 認 し た い と思 い ま すの で 、 資料 1 を ご

覧 く だ さ い 。  

 本 会 合 は 厚生 労 働 省 の 複 数 部 局に ま たが る 分 野 等 につ い て 、現 行 の 諸施 策 の 効

果 を 組 織 横 断的 に 検 証 ・ 評 価 す ると と もに 、 今 後 の 政策 の 在 り方 を 提 言す る こ と

を 目 的 と し てい ま す 。  

 私 た ち 第 三者 の 目 で 、 現 在 行 われ て いる 施 策 を し っか り と 検証 ・ 評 価し 、 今 後

の 効 率 的 で 効果 的 な 政 策 の 形 成 に活 用 でき る よ う 、 提言 し て いき た い と思 っ て お

り ま す 。  

 本 会 合 の 進め 方 と し て は 、 1 テー マ につ き 、 2 日 間の 日 程 で実 施 し たい と 考 え

て お り ま す 。仕 分 け 1 日 目 は 、 担当 部 局か ら 「 施 策 の現 状 」 を説 明 し てい た だ き、

様 々 な 論 点 につ い て 、 委 員 の 皆 様で 自 由に ご 議 論 を いた だ き たい と 思 いま す 。 仕

分 け 2 日 目 は 、 1 日 目 の 議 論 を 踏ま え 、追 加 の 議 論 を行 い ま す。 そ し て、 仕 分 け

結 果 を 提 言 と し て 、 取 り ま と め てい く こと を 考 え て おり ま す ので 、 ど うぞ よ ろ し

く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、本 日 の 議 事 を 進 め てい き たい と 思 い ま す。 本 日 は、 「 リ ーマ ン シ ョ

ッ ク 後 の 雇 用対 策 」 を テ ー マ と して 取 り上 げ ま す 。 まず は 、 担当 部 局 から 現 状 に

つ い て ご 説 明 い た だ き ま す 。 説 明 に つ い て は 、 職 業 安 定 局 か ら 一 括 し て 、 15 分

以 内 を 目 安 に、 ポ イ ン ト を 絞 っ て、 簡 潔に お 願 い し ます 。 ま た、 手 元 の資 料 に て

説 明 を 行 う 場合 に は 、 ど の 資 料 に沿 っ てい る の か を 明確 に し た上 で 、 お願 い い た

し ま す 。  

 

○ 職 業 安 定 局長  

 職 業 安 定 局 長 の 森 山 で す 。 今 日は 職 業安 定 局 と 職 業能 力 開 発局 と い うこ と で 、

こ ち ら に 来 て お り ま す 。 お 手 元 の資 料 に基 づ き ま し て、 ご 説 明い た し ます 。 今 あ

り ま し た よ う に 、 ポ イ ン ト を 絞 っ て と いう こ と で す ので 、 施 策シ ー ト 1 を中 心 に
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説 明 し た い と思 い ま す 。 施 策 シ ー ト 2 と 3 と あ り ま すが 、 ま ず 2 頁 の 施 策シ ー ト

2 を ご 覧 い ただ き ま す と 、 リ ー マン シ ョッ ク 時 に 講 じて き た 緊急 の 雇 用対 策 に 関

す る 「 主 な 計画 」 あ る い は 「 主 な審 議 会」 等 々 が 書 いて あ り まし て 、 下に は 「 主

な 成 果 目 標 及び 成 果 実 績 」 が あ り ま す 。 3 頁 の 施 策シ ート 3 につ い て は 、こ れ か

ら 説 明 い た しま す 事 業 あ る い は 制度 の 予算 額 、 対 象 者数 と い った も の を整 理 し て

い る と こ ろ です 。 こ ち ら は 必 要 に 応 じ てご 参 照 い た だけ れ ば と思 い ま す。  

 1 頁 の 施 策シ ー ト 1 は 、 表 題 に あ る よう に 、 2008 年秋 の リ ーマ ン シ ョッ ク に 端

を 発 し た 世 界的 な 金 融 危 機 に よ りま し て、 世 界 的 規 模で 急 速 な景 気 後 退が 進 行 し、

外 需 が 大 幅 に縮 小 し た こ と に よ って 、 日本 の 雇 用 情 勢が 急 速 に悪 化 し たと い う こ

と で す 。 左 側を 見 る と 、 2007 年 （ 平 成 19 年 ） の 完 全失 業 率 は 3.9％ ま で下 が っ

て お り ま し たが 、 2009 年 に は 5.1％ ま で上 昇 し て お りま す 。  

 も う 少 し 詳し く ご 覧 い た だ く ため に 、 5 頁 を お 開 きく だ さ い。 こ ち らは 年 度 別

で は な く て 、月 単 位 で 出 て お り ま す が 、完 全 失 業 率 と有 効 求 人倍 率 の 2 つの 数 字

を グ ラ フ に した も の で す 。 例 え ば 2006 年 7 月 の 有 効求 人 倍 率を 見 て いた だ き ま

す と 、 こ ち ら は 有 効 求 人 倍 率 の 直 近 の ピ ー ク で 、 1.08 倍 に 達 し て お り ま す が 、

リ ー マ ン シ ョッ ク 後 に 大 幅 に 低 下 し 、 平成 21 年 7 月は 谷 の とこ ろ で す けれ ど も、

0.43 倍 ま で 低 下 い た し ま し た 。  

 1 頁 に 戻 りま し て 、 こ の よ う に厳 し い状 況 の 中 で 、リ ー マ ンシ ョ ッ ク後 に 私 ど

も が 行 っ た もの は 、 平 成 20 年 度 の 第 2 次 補 正 予 算 以降 、 い わゆ る “ 雇用 を 「 守

る 」 ” “ 雇 用を 「 つ な ぐ 」 ” “ 雇 用 を 「創 る 」 ” と いう 3 つ の観 点 か ら 、緊 急 の

雇 用 対 策 を いろ い ろ と 講 じ て き たと こ ろで す 。 ま ず 、“ 雇 用 を「 守 る 」” と い う

こ と で は 、 そ こ に 書 い て あ る よ う に 、 雇 用 調 整 助 成 金 の 見 直 し を 行 い ま し た 。

「 雇 用 調 整 助成 金 」 と は 、 景 気 の変 動 など の 経 済 上 の理 由 に より 、 事 業活 動 の 縮

小 を 余 儀 な くさ れ た 事 業 主 に 対 して 、 解雇 を す る の では な く 、休 業 等 を行 う こ と

に よ っ て 、 いわ ゆ る 労 働 者 の 雇 用の 維 持を 図 っ た 場 合に 、 休 業手 当 に 要し た 費 用

を 助 成 す る 制度 で す 。 こ の 助 成 金に つ いて は 、 制 度 対象 の 拡 大あ る い は助 成 額 の

支 給 日 数 の 上限 の 拡 大 等 を 行 い 、よ り 多く の 事 業 主 がこ の 助 成金 を 活 用し 、 雇 用

維 持 を 図 る こと が で き る よ う に し た と ころ で す 。  

 主 な と こ ろだ け ご 覧 い た だ き ます と 、 9 頁 は 「 雇 用調 整 助 成金 の 拡 大」 で す 。

上 の 「 生 産 量要 件 」 を 左 側 と 右 側 で 見 ると 、 最 近 6 か月 の 生 産量 が 前 年 同期 と 比

べ て 10％ 以 上 減 少 し て い る と こ ろ を 対 象 と し て お り ま し た が 、 支 援 を 必 要 と す

る 事 業 主 が 迅速 に 利 用 で き る よ う に 、 最近 3 か 月 の 生産 量 が 直前 3 か 月 又は 前 年

同 期 と 比 べ て原 則 5％ 以 上 減 少 し て い る事 業 主 ま で 拡大 い た しま し た 。  

 ま た 、 下 にあ る 「 助 成 額 」 「 助成 率 」に 関 し て は 、従 来 は 大企 業 で 1/2、 中 小

企 業 で 2/3 で し た が 、 大 企 業 で 2/3、 中小 企 業 で 4/5 に 引き 上 げ ま した 。 さ らに、

労 働 者 を 解 雇し て い な い 場 合 は 大企 業で 3/4、 中 小企 業 で 9/10 ま で引 き 上 げた

わ け で す 。 いち ば ん 下 の 「 支 給 限 度 日 数」 も 1 年 で 100 日 以 内、 3 年 で 150 日 以

内 と し て お りま し た が 、 3 年 で 300 日 以内 に 拡 大 い たし ま し た。  

 こ う し た 制度 見 直 し の 結 果 、 ピ ー ク 時の 平 成 21 年 10 月 に は制 度 を 利 用す る 事

業 主 は 延 べ 10 万 社 、 雇 用 を 維 持 さ れ た労 働 者 は 平 成 21 年 7 月が ピ ー クで 253 万
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人 で し た 。 また 、 雇 用 調 整 助 成 金 の 利 用後 1 年経 過 後 の事 業 所 の 廃止 率は 1％ 未

満 で す し 、 利 用 後 半 年 経 過 後 の 労 働 者 の 雇 用 維 持 率 は 約 94％ で す 。 こ う し た 状

況 を 見 ま す と、 雇 用 調 整 助 成 金 はリ ー マン シ ョ ッ ク 後の 厳 し い雇 用 情 勢の 中 で 、

雇 用 の 維 持 に貢 献 し た も の と 考 え て い ると こ ろ で す 。  

 1 頁 に 戻 りま し て 、 い ま の は “雇 用 を「 守 る 」 ” とい う こ とで の 雇 調金 の 説 明

で し た が 、 次は “ 雇 用 を 「 つ な ぐ」 ” とい う こ と で す。 “ 雇 用を 「 つ なぐ 」 ” た

め に も い ろ いろ あ り ま す が 、 こ こで ご 説明 し た い の は、 「 公 的な 職 業 訓練 制 度 の

拡 充 」 で す 。リ ー マ ン シ ョ ッ ク 後の 深 刻な 雇 用 情 勢 の下 、 製 造業 等 を 中心 と し た

雇 用 調 整 に より ま し て 、 離 職 を 余儀 な くさ れ た 方 に つい て 、 失業 期 間 の長 期 化 な

ど が 懸 念 さ れて い た た め 、 個 々 人の 能 力を 高 め 、 次 の就 職 先 をよ り 見 つけ や す く

す る よ う に 、 公 的 な 職 業 訓 練 を 拡 充 い た し ま し た 。 そ こ に 書 い て あ る よ う に 、

「 緊 急 人 材 育成 支 援 事 業 の 実 施 」、 こ れは そ の 後 、 「求 職 者 支援 制 度 」に 恒 久 制

度 化 い た し まし た 。 ま た 、 「 公 共 職 業 訓練 の 拡 充 」 を行 っ た わけ で す 。  

 16 頁 に は 、 「 離 職 者 を 対 象 と し た 職 業 訓 練 に つ い て 」 が あ り ま す 、 上 が 「 公

共 職 業 訓 練 」、 下 が 「 求 職 者 支 援制 度 」で す 。 上 の 公共 職 業 訓練 で す が、 離 職 者

訓 練 で 主 に 雇用 保 険 受 給 者 を 対 象と し て、 実 践 的 能 力を 習 得 する た め に無 料 の 職

業 訓 練 を 実 施す る 制 度 で す 。 国 、独 立 行政 法 人 の 高 齢・ 障 害 ・求 職 者 雇用 支 援 機

構 、 あ る い は都 道 府 県 が 行 う 施 設内 訓 練と 都 道 府 県 が民 間 教 育訓 練 機 関等 に 委 託

し て 行 う 委 託訓 練 の 2 種 類 が あ り ま す 。公 共 職 業 訓 練に つ い ては 平 成 21 年 度 補

正 予 算 で 訓 練規 模 の 拡 充 を 行 い 、 平 成 22 年 度 、 23 年 度と 引 き 続 き同 規 模 で実 施

い た し ま し た。  

 も う 1 つ が下 の 「 求 職 者 支 援 訓練 」 です 。 こ れ は 法律 を 制 定し 、 恒 久制 度 に し

た も の で す が 、 12 頁 に あ る よ う に 、 リ ー マ ン シ ョ ッ ク 発 生 以 降 に つ い て は 、

「 緊 急 人 材 育成 支 援 事 業 」 を 行 いま し た。 こ れ は そ の後 の 「 求職 者 支 援制 度 」 に

つ な が る わ けで す 。 第 1 の セ ー フテ ィ ネッ ト で あ る 雇用 保 険 を受 給 で きな い 人 に

つ い て 、 最 後の セ ー フ テ ィ ネ ッ トで あ る生 活 保 護 の 受給 者 と なる の を 防ぐ 、 い わ

ゆ る 第 2 の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト を 整 備 す るた め に 、 平 成 21 年 度 補正 予 算 で、 「 緊

急 人 材 育 成 ・就 職 支 援 基 金 」 を 創 設 し 、平 成 21 年 7 月 か ら 雇用 保 険 を 受給 で き

な い 方 に 対 して 無 料 の 職 業 訓 練 と、 訓 練期 間 中 に 給 付を 行 う 基金 訓 練 を新 た に 実

施 い た し ま した 。 こ の 基 金 訓 練 は 平 成 23 年 9 月 に 終 了 し 、 平 成 23 年 10 月 か ら

は 法 律 に 基 づき 、 恒 久 化 さ れ た 第 2 の セー フ テ ィ ネ ット と し ての 「 求 職者 支 援 制

度 」 を 実 施 して い る わ け で す 。 これ ら の取 組 み に よ りま し て 、平 成 20 年 度 に は

13 万 人 であ っ た 公 的 な 職 業 訓 練 の 受 講者は 、 平 成 21 年 度に は 24 万 人、 平成 22

年 度 は 46 万 人 、 平 成 23 年 度は 41 万 人と 大 幅 に 増 加い た し まし た 。 公的 な 職 業

訓 練 の 拡 充 は、 失 業 者 の 再 就 職 に重 要 な役 割 を 果 た した と 考 えて い る とこ ろ で す。  

 最 後 に 1 頁 の 左 の 下 、 “ 雇 用 を「 創 る」 ” と い う こと で す 。“ 雇 用 を「 創 る 」”

と は ま さ に 雇用 を 創 出 す る わ け でし て 、「 雇 用 創 出 基金 事 業 」を 創 設 いた し ま し

た 。 雇 用 創 設基 金 事 業 は 、 離 職 を余 儀 なく さ れ た 失 業者 の 雇 用機 会 を 創出 す る た

め に 、 緊 急 的に 国 が 人 件 費 を 全 額負 担 する こ と で 、 民間 企 業 等に お い て失 業 者 の

当 面 の 雇 用 の場 を 確 保 す る も の で す 。 平成 20 年 度 第 2 次 補 正予 算 で は 、地 域 の
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実 情 や 創 意 工夫 に 基 づ き 、 継 続 的な 雇 用機 会 を 創 出 する た め に、 （ ふ るさ と 雇 用

再 生 特 別 基 金 事 業 ） を 創 設 す る と と も に 、 一 時 的 な 雇 用 機 会 を 創 出 す る た め 、

（ 緊 急 雇 用 創出 事 業 ） を 創 設 い た し ま した 。  

 ま た 、 右 にあ る よ う に 、 平 成 21 年 度第 2 次 補 正 予算 で は 、介 護 、 医療 等 の 成

長 が 期 待 さ れる 分 野 で 新 た な 雇 用機 会 を創 出 す る た めに 、 （ 重点 分 野 雇用 創 出 事

業 ） を 創 設 する と と も に 、 地 域 の企 業 等で 、 雇 用 し なが ら 、 研修 等 を 行っ て 人 材

を 育 成 す る ため に 、 （ 地 域 人 材 育成 事 業） を 創 設 い たし ま し た。 こ れ らの 事 業 に

つ い て は 、 そ の 後 の 補 正 予 算 等 で 順 次 積 み 増 し を 行 い ま し て 、 最 終 的 に は 平 成

20 年 度 第 2 次 補 正 予 算 か ら 平 成 22 年 度補 正 予 算 ま でで 、 合 計 1 兆 500 億 円 を 積

み 立 て た と ころ で す 。  

 こ れ だ け では わ か り に く い と 思い ま すの で 、 代 表 的な と こ ろだ け 説 明い た し ま

す 。 30 頁 を ご 覧 い た だ く と 、 先 ほ ど い く つ か 基 金 を 申 し 上 げ ま し た が 、 そ の 1

つ で あ る 「 緊急 雇 用 創 出 事 業 」 の仕 組 みの う ち 、 特 に右 の 図 をご 覧 く ださ い 。 こ

の 基 金 の 場 合、 厚 生 労 働 省 か ら 各都 道 府県 に 対 し て 交付 金 を 交付 い た しま す 。 各

都 道 府 県 は 複数 年 度 に わ た り 、 執行 す るこ と が 可 能 な基 金 の 造成 を し 、雇 用 情 勢

を 踏 ま え て 各年 度 へ の 事 業 配 分 の判 断 をし て 、 雇 用 創出 が 図 られ る よ うな 事 業 計

画 を 立 て ま す。 そ の 上 で 都 道 府 県・ 市 町村 は 民 間 企 業等 が 求 職者 を 新 たに 雇 い 入

れ る 何 ら か の事 業 を 委 託 す る こ とに よ り、 雇 用 創 出 を図 り ま す。 民 間 企業 等 は 人

件 費 を 含 む 事業 費 全 額 を 委 託 費 の中 か ら賄 う こ と が 可能 で す 。ま た 、 この 図 に も

あ る よ う に 、都 道 府 県 が 直 接 事 業を 実 施す る こ と 、 ある い は 市町 村 が 実施 す る 事

業 に 補 助 す るこ と も 可 能 で す 。 こう し た基 金 事 業 に より ま し て、 平 成 20 年 度 か

ら 平 成 23 年 度 ま で 合 計 80 万 人 の雇 用 を創 出 す る こ とが で き たこ と か ら、 リ ー マ

ン シ ョ ッ ク 後の 雇 用 情 勢 が 急 激 に悪 化 した 中 に お い て、 雇 用 機会 の 創 出に 貢 献 し

た と 考 え て いる と こ ろ で す 。  

 最 後 に な りま す が 、 1 頁 に 戻 りま し て、 そ う し た “雇 用 を 「守 る 」 ”“ 雇 用 を

「 つ な ぐ 」 ”“ 雇 用 を 「 創 る 」 ”と い う対 策 を 講 じ た結 果 、 左上 の グ ラフ に 書 い

て あ る よ う に、 日 本 の 雇 用 情 勢 の悪 化 の度 合 、 こ れ は悪 化 を して い る わけ で す け

れ ど も 、 悪 化の 度 合 は 諸 外 国 と 比べ る と、 限 定 的 な もの に と どめ る こ とが で き た

と 考 え て お りま す 。 現 在 の 雇 用 情勢 は 大震 災 も あ っ たこ と か ら、 依 然 とし て 厳 し

い 状 況 に あ るも の の 、 リ ー マ ン シ ョ ッ クに よ り 急 激 に雇 用 情 勢が 悪 化 した 4 年 前

の 状 況 か ら は、 徐 々 に 改 善 し つ つあ り ます 。 こ う し た状 況 を 踏ま え て 、現 在 の 雇

用 対 策 に つ いて も 見 直 し を し て い く 必 要が あ る と 考 えて お り ます 。  

 具 体 的 に は今 日 も ご 議 論 い た だく こ とと 思 い ま す が、 雇 用 情勢 に 持 ち直 し の 動

き が 見 ら れ ると い う 現 状 を 踏 ま えて 、 いわ ゆ る 雇 用 維持 施 策 のほ う か ら人 材 育 成、

地 域 の 雇 用 創出 と い っ た も の に 基軸 を 移し て い く 必 要が あ ろ うか と 考 えて い る と

こ ろ で す 。 今日 の 提 言 型 政 策 仕 分け の 場に お い て 、 委員 の 皆 様方 か ら のご 提 言 、

ご 意 見 、 ご 議論 等 を 今 後 の 雇 用 対策 に 反映 さ せ て い ただ き た いと 考 え てお り ま す。

ポ イ ン ト を 絞り ま し た の で 簡 略 にな り まし た が 、 ど うぞ よ ろ しく お 願 いい た し ま

す 。  
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○ 阿 部 座 長  

 次 に 、 仕 分け 室 か ら 論 点 の 説 明 を お 願い い た し ま す。  

 

○ 総 括 審 議 官（ 事 業 仕 分 け 室 長 ）  

 担 当 部 局 とは 少 し 視 点 を 変 え て、 仕 分け 室 か ら リ ーマ ン シ ョッ ク 後 の雇 用 対 策

に つ い て の 論点 を 提 示 し た い と 思 い ま す。 資 料 3 の 1 頁 、 リ ーマ ン シ ョ ック 後 、

こ れ ま で い ろい ろ な 雇 用 対 策 を して い るわ け で す が 、見 直 す 必要 が あ るの で は な

い か と い う こと で 、 共 通 の 論 点 を挙 げ てお り ま す 。 いま 担 当 部局 か ら 説明 が あ っ

た よ う に 、 こう い っ た 対 策 は 緊 急に 講 じた わ け で す が、 そ の 後の 経 済 情勢 あ る い

は 雇 用 失 業 情勢 等 も 持 ち 直 し の 動き も 見ら れ る こ と から 、 こ れを 見 直 して い く 必

要 が あ る の では な い か と い う こ とで す 。そ の 際 の 共 通の 問 題 意識 で す が、 人 材 育

成 や 雇 用 創 出な ど 、 「 守 る 」 「 つな ぐ 」「 創 る 」 と いっ た こ とで 雇 用 対策 が あ る

わ け で す け れど も 、 成 長 分 野 あ るい は 非正 規 雇 用 の 労働 者 等 とい っ た とこ ろ に 重

点 化 し て い く必 要 が あ る の で は な い か とい う 問 題 意 識を 持 っ てお り ま す。  

 「 成 長 分 野」 と し て は 、 論 点 の 1 頁 の中 程 に あ る よう に 、 「新 成 長 戦略 」 と し

て 閣 議 決 定 して い る 、 「 グ リ ー ン・ イ ノベ ー シ ョ ン 」「 ラ イ フ・ イ ノ ベー シ ョ ン」

と い っ た 4 つ の 分 野 を 伸 ば し て いこ う とい う こ と で す。 そ し て、 こ れ らの 分 野 を

伸 ば す こ と で強 い 経 済 を 目 指 し 、こ う いっ た 分 野 に 雇用 対 策 を集 中 さ せて い っ て

は ど う か 、 この よ う な 問 題 意 識 で雇 用 対策 を 見 直 す 必要 が あ るの で は ない か と い

う こ と で す 。  

 ご 承 知 の よう に 、 非 正 規 雇 用 の労 働 者が 増 加 し て おり ま し て、 1 頁 の下 に は グ

ラ フ が あ り ます 。 徐 々 に 増 え て い る わ けで す け れ ど も、 お お よそ 3 分 の 1 ぐ ら い

と い う こ と でし て 、 非 正 規 雇 用 の方 に つい て は 、 社 会全 体 と して の 人 的資 本 の 蓄

積 が 弱 ま っ てい く の で は な い か とか 、 ある い は 労 働 者個 人 に とっ て も 、職 業 能 力

開 発 が 報 わ れな い と か 、 そ う い った 機 会に 恵 ま れ な いな ど と いっ た 指 摘が あ る わ

け で す 。 そ のよ う な 意 味 で 、 ど のよ う な形 の 雇 用 対 策を し て いく か が ポイ ン ト で

は な い か と 思っ て お り ま す 。  

 次 頁 の 「 論点 1」 で す が 、 こ れま で は雇 用 維 持 と いう こ と で雇 用 調 整助 成 金 が

あ っ た わ け で す け れ ど も 、 今 後 は雇 用 調整 助 成 金 の 支給 要 件 や適 正 な 助成 内 容 を

ど う 考 え る か と い う 論 点 で す 。 先ほ ど の担 当 部 局 か らの 説 明 にも あ っ たよ う に 、

雇 用 調 整 助 成 金 の 支 給 要 件 は 、 リー マ ンシ ョ ッ ク 前 とシ ョ ッ ク後 で は 助成 対 象 も

拡 大 し 、 助 成 額 や 期 間 な ど も 拡 大し た とい う こ と で す。 そ の 結果 、 下 のグ ラ フ に

も あ る よ う に 、 平 成 19 年 度 は わ ず か 2 億 円 と い う 額で し た が、 平 成 21 年 度 には

6,500 億 円 と 増 え て 、 そ の 後 は 2,300 億円 余 に 減 っ てき て お りま す 。  

 一 方 、 そ の財 源 と な る 安 定 資 金 で す が、 平 成 19 年 度 、 20 年 度 には 1 兆円 を 超

え る 財 源 が あっ た も の の 、 平 成 23 年 度に は 予 算 ベ ース で 1,600 億 円 と激 減 し て

お り ま す し 、し か も 7,800 億 円 を借 り 入れ て い る と いう 状 況 です 。 ま た、 こ の グ

ラ フ の 左 に 吹出 し で 書 い て あ り ます け れど も 、 こ の 雇用 調 整 助成 金 と いう の は 産

業 構 造 の 転 換を 先 送 り す る 危 険 をは ら んで い る の で はな い か など の 指 摘も あ る わ

け で す 。 も ちろ ん 、 デ ィ マ ン ド ・シ ョ ック の 場 合 は こう い っ た助 成 金 が必 要 だ と
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い う 考 え 方 もあ る わ け で す が 、 一方 で はそ う い っ た 指摘 も あ ると い う こと で す 。

こ う い っ た 辺り に つ い て 、 今 後 ど の よ うに 考 え て い くか が 論 点か と 思 いま す 。  

 次 頁 の 「 論点 2」 は 、 効 果 的 な人 材 育成 施 策 の 推 進の た め に、 ど の よう に 取 り

組 む べ き か と い う こ と で す 。 ① とし て 、公 的 な 職 業 訓練 を よ り効 果 的 に就 職 に つ

な げ る よ う に す る に は 、 ど の よ うな 取 組み を 行 う べ きか と い った 論 点 があ ろ う か

と 思 い ま す 。 ま ず 初 め に 、 い ま 行わ れ てい る 職 業 訓 練が 就 職 に有 効 に 結び 付 い て

い る の か ど う か と い う こ と で す 。表 に ある よ う に 、 また 、 先 ほど の 担 当部 局 か ら

の 説 明 に も あ っ た よ う に 、 「 施 設内 訓 練」 「 委 託 訓 練」 と そ れぞ れ あ るわ け で す

け れ ど も 、 ど ち ら か と 言 う と 、 委託 訓 練の ほ う が 就 職に 結 び 付く 比 率 が少 し 低 い

と い う こ と が 1 つ あ ろ う か と 思 いま す し、 資 料 の 上 の表 の 下 の（ 参 考 ）に 、 「 関

連 就 職 の 割 合 」 が あ り ま す が 、 要す る に、 訓 練 を 受 けて 、 そ の訓 練 に 応じ た 仕 事

に 就 い た か ど う か と い う 割 合 で す。 ご 覧い た だ き ま すと 、 「 公共 職 業 訓練 」 の 施

設 内 訓 練 の 場 合 は 67％ 、 委 託 訓 練 の 場合は 59％ 。「 基 金 訓練 」 の 場 合は 54％ で、

そ れ ぞ れ パ ーセ ン テ ー ジ に 違 い があ り ます 。 こ れ ら をよ り 有 効な 就 職 に結 び 付 け

る に は ど う した ら い い か 、 要 す るに 、 訓練 し た こ と によ っ て 、そ う い う職 に 就 け

る か ど う か 。数 字 で 言 う と 、 ま だ足 り ない 部 分 が あ るの で は ない か と いう こ と で

す 。  

 ま た 、 そ うい っ た 訓 練 を 就 職 に有 効 に結 び 付 け て いく た め にも 、 訓 練コ ー ス の

内 容 や 期 間 とい っ た も の を 、 地 域ニ ー ズな ど を 踏 ま えた も の にし て い く必 要 が あ

る の で は な いか 。 訓 練 も 訓 練 し っぱ な しで は い け な いの で 、 ハロ ー ワ ーク に よ っ

て 就 職 支 援 を強 化 し て い く な ど とい っ た対 策 が 必 要 では な い か、 こ の よう な 論 点

が あ ろ う か と思 い ま す 。 こ れ ま でも 公 共職 業 訓 練 を して 、 そ の施 設 が いろ い ろ 就

職 支 援 を し てお り 、 ハ ロ ー ワ ー クも そ れに 関 わ っ て きて い る わけ で す が、 「 留 意

点 」 に 書 い てあ る よ う に 、 訓 練 機関 に よっ て 就 職 支 援体 制 に バラ ツ キ があ る の で

は な い か 。 要す る に 、 一 生 懸 命 やっ て いる と こ ろ と 、そ う で はな い と ころ が あ る

の で は な い かと か 。 ハ ロ ー ワ ー クの 就 職支 援 の 関 わ り方 が そ もそ も 不 十分 な の で

は な い か 、 バラ ツ キ が あ る の で はな い かと い っ た こ とが あ っ て、 一 層 の連 携 策 に

つ い て ご 議 論い た だ く 必 要 が あ る の で はな い か と い う問 題 意 識が あ り ます 。  

 次 頁 に 入 り、 「 論 点 2」 で す が、 効 果的 な 人 材 育 成の た め にど の よ うに 取 り 組

む べ き か 。 ②と し て 、 企 業 内 の 人材 育 成機 能 が 低 下 して い る 中で 、 こ れを 強 化 し

て い く 必 要 があ る の で は な い か とい う 論点 で す 。 具 体の 数 字 で言 い ま すと 、 上 の

グ ラ フ に あ るよ う に 、 企 業 の 人 材育 成 の取 組 み が 後 退し て い るの で は ない か と い

う こ と で す 。こ の 数 字 だ け で 捉 える の はど う か と い うこ と が あり ま す けれ ど も 、

｢OFF-JT に 対 す る 企 業 の 支 援 」 で、 企 業が 労 働 者 一 人当 た り に支 出 す る費 用 が 、

平 成 20 年 か ら 平 成 23 年 に か け て低 下 して い る 、 あ るい は 自 己啓 発 を する 従 業 員

に 対 し て 企 業が 支 出 す る 費 用 に つい て も低 下 し て い るこ と か ら、 企 業 の取 組 み は

少 し 後 退 し てい る の で は な い か 。  

 一 方 、 企 業の 取 組 み を 促 す た めに 、 公的 な 支 援 は どう あ る べき か と いう 論 点 が

あ ろ う か と 思い ま す 。 こ の 頁 に あ る よ うに 、 今 や っ てい る 事 業を 3 つ ほ ど書 い て

あ り ま す 。 1 つ は 「 キ ャ リ ア 形 成促 進 助成 金 」 で 、 事業 主 が 実施 す る 訓練 経 費 を
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助 成 す る も ので す 。 し か し な が ら、 こ ちら も 金 額 的 には 若 干 減っ て き てお り ま し

て 、 こ れ も 共通 論 点 に あ っ た よ うに 、 若年 者 や 非 正 規雇 用 の 労働 者 、 ある い は 成

長 分 野 と い った 分 野 の 訓 練 等 、 重点 課 題に よ り 一 層 対応 で き るよ う に する 必 要 が

あ る の で は ない か と い う と こ ろ で、 現 在は こ う い っ た制 度 は ある の で すが 、 そ れ

が 今 後 の こ とに き ち ん と 合 う よ う に な って い る か と いう 論 点 があ り ま す。  

 表 の 2 つ 目 に 、 「 キ ャ リ ア 支 援企 業 創出 促 進 事 業 」と い う のが あ り ます 。 企 業

に い ろ い ろ な助 言 ・ 指 導 を し て いく わ けで す が 、 数 字を 見 る と、 件 数 など は だ ん

だ ん 減 っ て きて お り 、 支 援 体 制 が縮 小 して き て い る とい う こ とで す か ら、 こ れ を

ど の よ う な 形で 強 化 な り し て い く必 要 があ る か が 論 点か と 思 いま す 。 また 、 「 公

共 職 業 訓 練 」の 中 に 、 「 在 職 者 訓練 」 とい う の が あ りま す が 、こ ち ら の数 字 も だ

ん だ ん 減 っ てき て お り ま す の で 、こ の 辺も 訓 練 内 容 を見 直 す 必要 が あ るの で は な

い か と い う こと で す 。  

 最 後 の 「 論点 3」 で す が 、 「 雇用 創 出基 金 事 業 」 をや っ て きた わ け です け れ ど

も 、 今 後 は こ れ を ど の よ う に し てい く かと い う こ と です 。 先 ほど の 担 当部 局 か ら

の 説 明 に あ った よ う に 、 各 基 金 事業 に よっ て 、 全 体 で約 80 万人 の 雇 用創 出 が 行

わ れ た と 見 られ ま し て 、 一 定 の 効果 は あっ た と い う こと で す 。し か し 、こ れ は 平

成 24 年 度 末 で 終 了 し ま す の で 、平 常 時の 対 策 に 移 行す る こ とに な る わけ で す が、

こ れ に つ い て ど ん な 形 が い い の だ ろ う か 。 ま た 、 平 常 時 の 対 策 で す が 、 平 成 24

年 度 予 算 額 、下 に 3 つあ る 62 億円 、 65 億 円 、 62 億 円を 全 部 足し て も 189 億 円 で、

こ れ ま で 何 千億 円 と 投 下 し て い るも の とは だ い ぶ 違 って き ま すか ら 、 平常 時 対 策

と し て ど の よう な こ と を し て い くの か につ い て ご 議 論い た だ く必 要 が ある の で は

な い か 、 こ のよ う に 事 業 仕 分 け 室 と し ては 考 え て い ると こ ろ です 。 以 上で す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 あ り が と うご ざ い ま し た 。 そ れで は 、質 疑 応 答 に 入り た い と思 い ま す。 た だ い

ま の 説 明 に 関し て 、 政 策 が き ち んと 実 施さ れ て い る か検 証 す るた め 、 委員 の 皆 様

か ら 質 問 な どを 行 っ て い た だ き 議論 を お願 い し ま す 。質 問 に 対し て は 、ポ イ ン ト

を 簡 潔 に お 答え く だ さ い 。 い ま 論 点 が 3 つ 、 そ の 前 には 「 論 点共 通 課 題」 と あ り

ま す 。 ど の 論点 か ら で も 結 構 で すの で 、ご 質 問 い た だけ れ ば と思 い ま す。 よ ろ し

く お 願 い し ます 。  

 

○ 中 山 委 員  

 「 論 点 2」に つ い て 、 ご 質 問 させ て くだ さ い 。 人 材育 成 を しな が ら 望む 仕 事 に

就 い て い く 、 あ る い は 、 デ ィ ー セン ト ・ワ ー ク と い いま す か 、仕 事 の 質を 高 め な

が ら あ り た い 仕 事 に 就 い て い く 、そ う いう 意 味 合 い で非 常 に 大事 な 施 策だ と 思 い

ま す が 、 お 金 も 結 構 か か っ て お りま す 。そ う い う 中 で、 「 論 点 2」 の 資料 の 下 の

ほ う に （ 参 考） と い う こ と で 、 「関 連 就職 の 割 合 」 とい う の があ り ま す。 公 共 職

業 訓 練 だ と 施設 内 訓 練 67.4％ 、 委 託 訓練 は 59.5％と あ り ま す。 実 は 、訓 練 生や

訓 練 し て い る機 関 の 話 に よ る と 、必 ず しも 受 講 し た 就職 内 容 が一 致 し てい な い と

い う 話 を よ く聞 く わ け で す 。 そ うい う 意味 で 、 こ こ に書 い て ある 「 関 連就 職 」 と
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い う の は ど のぐ ら い の 関 連 就 職 なの か 。例 え ば 介 護 の訓 練 を 受け た 人 がど の ぐ ら

い 介 護 に 行 っ て い る の か 。 IT の 訓 練 を 受 け た 人 が ど れ ぐ ら い そ の ま ま の と こ ろ

に 行 っ て い るの か 。 そ の 辺 は い か が で しょ う か 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 「 関 連 就 職」 は 、 訓 練 内 容 に 関連 し た業 種 ・ 職 種 に就 職 す ると い う こと で 、 仕

組 み と し て は、 訓 練 生 か ら の 報 告に 基 づい て 独 法 の 機構 や 都 道府 県 の 担当 職 が 判

断 し て い る とい う こ と で す 。 業 種 別 の 関連 就 職 率 は 分野 が 8 分野 あ り ま す。 農 業

・ 林 業 ・ 工 鉱業 系 が 54.4％ 、 建 設 系 が 53.1％ 、 製 造系 が 56.6％ 、 事 務 系が 55.4

％ 、 情 報 系が 56.2％ 、 サ ー ビ ス 系が 47.9％ 、 介 護 系が 71.6％ 。 分 類が ち ょ っと

バ ス ケ ッ ト です が 、 そ の 他 が 41.5％ で 、 8 つ の 分 野 をト ー タ ル しま す と 、総 計 で

59.5％ で す 。  

 

○ 中 山 委 員  

 分 野 と い う括 り は 結 構 大 き い わけ で すが 、 ど の 程 度本 当 の マッ チ ン グに な っ て

い る の か 、 おわ か り に な り ま す か 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 「 実 際 の 職業 の あ っ せ ん 」 と いう と きに 、 ハ ロ ー ワー ク の 職員 は 、 ある 程 度 の

訓 練 の イ メ ージ と い う か 、 情 報 なら 情 報を 、 事 務 な ら事 務 と いう こ と では 見 て い

る の で す が 、会 社 が 出 し て く る 業務 や 求人 の 幅 が 実 際執 務 の 上で 次 元 的に 異 な り

ま す の で 、 そう い う 意 味 で は 、 どの 程 度の 相 関 が 厳 密に マ ッ チし て 現 場の 職 員 が

や れ て い る かと い う の は 、 ち ょ っ と 説 明が 難 し い と いう と こ ろで は ご ざい ま す 。  

 

○ 中 山 委 員  

 例 え ば こ の資 料 の 下 の ほ う に 、「 金 属加 工 科 」 と か「 制 御 技術 科 」 とか あ り ま

す が 、 こ の 人た ち も 、 例 え ば 製 造 業 に 就職 す る と 関 連分 野 に なる わ け です ね 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 な り ま す 。  

 

○ 中 山 委 員  

 ど ん な 仕 事を や っ て い る か に かか わ らず そ う な っ てし ま う わけ で 、 本当 に そ こ

が マ ッ チ し てい る の か 。 そ れ と 、基 金 訓練 な ど の 話 で、 就 労 意欲 や 資 格を 取 る と

い っ た こ と が必 ず し も 十 分 で は な い の だけ れ ど も 、 とり あ え ず 3 か 月 間 受け て 、

そ の 便 益 を 得る と 。 そ れ は そ れ で否 定 でき な い と こ ろで は あ りま す が 、全 体 と し

て 仕 事 の 質 をよ り 高 め て 、 ス キ ルを 上 げな が ら 次 々 とい い 職 に就 こ う とい う 観 点

で い う と 、 そこ の マ ッ チ ン グ が 非常 に 重要 な と こ ろ で、 か つ 、ハ ロ ー ワー ク が 必

ず し も こ の 辺の 中 身 を 把 握 し て いな く て、 結 構 そ う いう 話 も ある わ け です か ら 、

ハ ロ ー ワ ー クと 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職者 雇 用支 援 機 構 、 中央 職 業 能力 開 発 協会 な ど が
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う ま く 連 携 しな が ら 、 も っ と や っ て い けた ら い い の では な い かと 思 い ます 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 最 後 の ほ うの 連 携 に 関 し て は 、実 際 に出 て い る 求 人の レ ベ ルの 話 は ハロ ー ワ ー

ク が 詳 し い とい う こ と で す の で 、そ れ を機 構 や 都 道 府県 の 訓 練実 施 の 場の ほ う に

伝 え て い く とい う こ と で す 。 た だ、 こ れは 双 方 向 で なけ れ ば 、な か な かう ま く 機

能 し な い と いう と こ ろ が あ り ま す。 機 構は 機 構 で 、 実際 に 労 働市 場 に 送り 出 そ う

と し て い る 方々 の 培 っ た 資 質 に つい て の説 明 を す る ので す が 、ハ ロ ー ワー ク の 職

員 は 訓 練 の 現場 を 見 ら れ て い る わけ で はな い の で 、 実際 に 訓 練機 関 の 職員 が 赴 い

て ハ ロ ー ワ ーク の 説 明 を す る と いう こ とも あ る し 、 場合 に よ って は 、 ハロ ー ワ ー

ク の 職 員 が 地域 、 地 域 の 訓 練 の 実施 機 関を 見 に 行 く とい う よ うな こ と で、 立 体 的

に 、 イ メ ー ジが 狂 っ て い か な い よ う に 努力 し て い る とこ ろ で す。  

 

○ 職 業 安 定 局長  

 昨 年 の 仕 分け に お い て も 、 訓 練施 設 と安 定 所 、 い まま さ に おっ し ゃ った こ と に

つ い て 、 連 携 が う ま く い っ て い ない の では な い か と いう ご 指 摘が あ り まし て 、 私

ど も は 早 速 、 大 臣 の 指 示 も あ り まし て 、安 定 局 と 能 力開 発 局 で、 省 内 で、 と り あ

え ず で き る こ と 、 予 算 措 置 に つ いて プ ロジ ェ ク ト を つく り 、 問題 点 を 分析 を し ま

し た 。 今 日 も ご 議 論 が あ り ま し たが 、 まず 訓 練 コ ー スの 設 定 のと こ ろ 、ど う い う

設 定 を す べ き な の か と い う こ と で、 ハ ロー ワ ー ク に は失 業 者 の方 が 来 られ て 仕 事

を 求 め る 、 そ う い う 情 報 と 、 ま さに い まず っ と お 話 をし て い ただ い て いる 機 構 、

県 と 、 訓 練 を 設 定 す る と こ ろ の コ ー ス の設 定 が き ち んと 連 携 をと っ て いる か と 。  

 確 か に 私 ども は 、 や っ て い る こと は やっ て い た の です が 、 さら に こ うい う こ と

を ご 指 示 い ただ い て や り ま す と 、や は り体 系 的 に は なっ て い ない と い うの が 反 省

す べ き 点 だ とい う こ と で 、 各 所 、各 局 によ っ て ば ら ばら だ と いう こ と もあ り ま し

た の で 、 こ れは 体 系 的 に や っ て いか な けれ ば い け な いだ ろ う とい う こ とで 、 そ の

辺 り に つ い て、 こ れ は す ぐ に で きる こ とも あ り ま す ので 、 こ うい う 訓 練コ ー ス の

情 報 の 分 析 、そ し て 私 ど も が ハ ロー ワ ーク で 得 た こ との 訓 練 を設 定 す ると こ ろ に

対 す る 連 絡 、こ れ ら の も の を 体 系的 に やっ て い こ う とい う 指 示は 、 も うし て お り

ま す 。 た だ 、こ れ も 、 全 部 そ う なの で すが 、 そ れ に 対す る 人 的予 算 な ども あ り ま

す の で 、 そ こは 来 年 度 も 含 め て 引 き 続 きや っ て い か なけ れ ば いけ な い と。  

 2 つ 目 は 、訓 練 コ ー ス の 設 定 をし た ら、 今 度 は 訓 練受 講 の あっ せ ん とい う こ と

で 、 私 ど も のハ ロ ー ワ ー ク に 来 られ た 方に 対 し て 、 その 人 が どう い う 仕事 を 求 め

て い て 、 も ちろ ん 、 す ぐ に 仕 事 が見 付 かる 場 合 は す ぐに あ っ せん し て いま す が 、

も う 少 し 訓 練を し て 能 力 を 高 め たほ う がい い の で は ない か と いう と こ ろを 、 そ の

方 の 意 欲 と 能力 、 そ れ か ら 、 い ま持 っ てい ら っ し ゃ る能 力 の 判定 で 、 その と き に

ど う い う 訓 練に 持 っ て い っ た ら いい の かと い う と こ ろは 、 ハ ロー ワ ー クの 窓 口 に

来 ら れ た 方 々に 対 し て 、 ハ ロ ー ワ ー ク 職員 が き ち ん と指 導 で きて い る か。  

 こ の あ っ せん の と こ ろ も だ い ぶあ り まし て 、 こ れ も反 省 点 です が 、 やは り 私 ど

も の ハ ロ ー ワー ク の 職 員 に お い て、 あ っせ ん す る 仕 事、 職 業 の場 を 与 える と い う



-  - 11 

の は 、 も ち ろん 勉 強 し て や っ て いる わ けで す が 、 訓 練校 は 、 実際 に ど うい う 能 力

を 持 っ て 、 どう い う 訓 練 を や っ てい る かと い う と こ ろに つ い て、 ハ ロ ーワ ー ク に

相 談 に 来 る 方を 相 手 に す る 職 員 がそ こ を熟 知 し て い るか と い うの は 確 かに あ り ま

し て 、 そ こ もや は り 1 つ の 連 携 のあ れ だと 思 っ て い ます 。 そ れも 、 や れる こ と に

つ い て は 指 示を し て い ま し て 、 ハロ ー ワー ク 職 員 も 、失 業 者 の方 が 相 当増 え て い

る も の で す から 、 ハ ロ ー ワ ー ク 職員 自 体が 訓 練 施 設 に行 っ て 、何 が 行 われ て い る

か と 訓 練 施 設を 見 た ほ う が よ り 説明 で きる わ け で す が、 そ う いう こ と もや っ て い

か な け れ ば いけ な い と い う こ と で 、 そ こも 指 示 を し てい る と ころ で す 。  

 そ れ か ら 、最 後 の 、 訓 練 が 終 わっ た 方の 就 職 支 援 につ い て のフ ォ ロ ーを し っ か

り し て い る かど う か と い う こ と で、 こ れは 先 ほ ど か ら言 っ て いま す が 、「 求 職 者

支 援 制 度 」 とい う の を 法 律 で 作 りま し た。 こ の 求 職 者支 援 制 度に つ い ては 、 法 律

上 き ち ん と フォ ロ ー し て い く と いう こ とを や っ て い ます が 、 その ほ か の訓 練 の こ

と も 含 め ま して 、 就 職 支 援 と い うも の をし っ か り や って い か なけ れ ば いけ な い と。

要 す る に 、 フォ ロ ー を し て い く とい う こと で す 。 そ れか ら 、 訓練 が 終 わる 直 前 ぐ

ら い に は 、 どう い う 状 況 か と か 、仕 事 の場 の あ っ せ んを そ こ の段 階 で して い く と

い う こ と で す。 そ の 辺 も 体 系 的 にや っ てい か な け れ ばい け な いだ ろ う とい う こ と

で 、 そ れ は 両局 で 相 談 し て 連 携 を強 め てい く と い う こと で す 。そ れ に つい て は 、

ま た 今 日 ご 提言 を い た だ け れ ば と 思 っ てい ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 関 連 し て 、よ ろ し い で し ょ う か。 こ うい っ た 問 題 のと き に 、受 講 者 のモ ラ ル ハ

ザ ー ド の 問 題と い う の が 指 摘 さ れる と 思う の で す 。 例え ば 今 回の 基 金 訓練 の 場 合

も 、 基 金 訓 練全 体 の 就 職 率 は 69.3％ であ る け れ ど も、 関 連 就職 の 割 合は 54.3％

で 、 10％ の ポ イ ン ト の 違 い は 、 訓練 が なく て も も し かし た ら 就職 で き たか も し れ

な い と い う 人が い る の で は な い かと 。 ここ か ら で は あま り は っき り し ませ ん が 、

失 業 給 付 や 訓練 給 付 を も ら う が ため に ここ に 来 て 受 けて と い う人 も 、 もし か し た

ら い る の で はな い か 。 我 々 は 効 率的 に この 訓 練 を 使 って い た だき た い とは 思 い ま

す の で 、 訓 練を 受 け て 、 で き る だけ 早 く就 職 を し て もら う と いう の が いち ば ん 大

事 な ポ イ ン トだ ろ う と 思 う の で すが 、 その 辺 り の こ とに つ い て、 例 え ば訓 練 を 受

け て い る 人 たち に ど の よ う な イ ンセ ン ティ ブ を 与 え てい る か とい う こ とが あ れ ば、

お 知 ら せ い ただ き た い の で す が 。  

 

○ 職 業 安 定 局派 遣 ・ 有 期 労 働 対 策 部 長  

 訓 練 を 受 ける 人 に つ い て ハ ロ ーワ ー クで ど う い う 対応 を す るの か と いう こ と で

す が 、 求 職 者 支 援 訓 練 に つ い て は、 先 ほど 局 長 が 申 し上 げ ま した よ う に、 法 律 の

中 で 相 当 精 緻に 就 職 支 援 の 中 身 を決 め てい ま す 。 ま ず求 職 者 の方 に つ いて カ ウ ン

セ リ ン グ を して 、 ど う い う 訓 練 が合 う のか と か 、 訓 練を 受 け る必 要 が ある の か と

い う こ と を きち ん と ハ ロ ー ワ ー クで 判 断し て 、 求 職 者ご と に 就職 の 支 援の プ ラ ン

を 作 り ま し て、 そ の プ ラ ン に 則 って 対 応し て い た だ くと い う こと を し てい ま す 。

そ の 上 で 、 訓練 機 関 と 相 談 し て 、ハ ロ ーワ ー ク に 来 所す る 日 につ い て 、コ ー ス を
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あ け る と い いま す か 、 ハ ロ ー ワ ーク に 来ら れ る よ う に設 定 し てい た だ いて 、 毎 月

ハ ロ ー ワ ー クに 呼 び 出 し て 、 あ なた の 訓練 だ と こ う いう 仕 事 がい い の だ、 と い う

よ う な こ と でア ド バ イ ス を す る と い う こと を や っ て いま す 。  

 そ れ か ら 、訓 練 が 終 了 し た 直 後 は 3 か月 間 の 集 中 支援 期 間 を設 け ま して 、 そ の

期 間 中 の 就 職に つ い て は 、 例 え ば職 業 紹介 を し た と きに お 断 りに な る のが 頻 繁 だ

と い う よ う なこ と で す と 、 そ も そ も 3 か月 間 の 集 中 支援 期 間 につ い て は就 職 活 動

に 専 念 す る とい う こ と が 前 提 で プラ ン がで き て い ま すの で 、 その プ ラ ンに 書 い て

あ る 内 容 に 違反 す る と い う こ と で、 給 付を お 返 し い ただ い た り、 場 合 によ っ て は

「 3 倍 返 し 」と 言 う の で す が 、 返還 す るだ け で は な くて 、 さ らに 倍 額 のも の を 付

け て 返 し て いた だ く と い う よ う なサ ン クシ ョ ン も 付 けて 、 求 職者 支 援 制度 は 出 来

上 が っ て い ます 。  

 た だ 、 こ の制 度 に つ い て は 、 十分 で はな い で す が 、そ れ な りの 人 的 な手 当 も で

き て い る の です が 、 公共 職 業 訓 練と い う雇 用 保 険 受 給者 向 け の訓 練 に つい て は 、

ま ず 訓 練 施 設、 あ る い は 委 託 訓 練で し たら 委 託 訓 練 先が 就 職 のあ っ せ んを さ れ る

と い う こ と を想 定 し な が ら 、 ハ ロー ワ ーク の 体 制 が 整備 さ れ てい な か った の で す。

は っ き り 申 し上 げ て 、 人 は い な いと い うの が 今 の 状 態な の で す。 そ れ で、 公 共 職

業 訓 練 に つ いて 、 求 職 者 支 援 制 度を 参 考に し な が ら 何か 新 し い取 組 み をし よ う と

す る と 、 先 ほど 局 長 が 申 し 上 げ たよ う に、 指 示 は し てい る の です が 、 指示 し て も

で き な い と いう こ と に な っ て 、 非常 に 無力 感 が 漂 う もの で す から 、 何 とか 公 共 職

業 訓 練 に つ いて の 体 制 を 少 し で も強 化 させ て い た だ ける と 、 いま 申 し 上げ た 求 職

者 支 援 制 度 に準 ず る よ う な 対 応 がで き るの で は な い かと 考 え てい ま す 。私 ど も と

し て は 、 是 非そ う い う こ と で 強 力に 就 職支 援 に つ い ては 取 り 組ん で い きた い と 考

え て い ま す 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 「 論 点 1」 の 雇 用 調 整 助 成 金 に 関 連して の 質 問が 2 つほ ど あ る ので す が 、そ の

前 に 背 景 を ちょ っ と 。 「 論 点 1」に も あり ま し た よ うに 、 雇 用保 険 か ら莫 大 な 金

額 が 投 入 さ れて い る わ け で す 。 これ 、 その も の は 、 私は あ ま り問 題 視 して い ま せ

ん 。 そ の 人 がも し 失 業 し た ら 、 失業 給 付で 同 額 の 金 額を 払 い ます か ら 、こ れ が 何

兆 円 に な っ ても 、 私 は 問 題 な い と 思 っ てい る の で す 。た だ 、 今回 は 資 料 2 の 8 頁

や 9 頁 に あ り ま す よ う に 、 か な り支 給 要件 を 緩 和 さ れま し た 。こ の 緩 和さ れ た の

を ど う す る か と い う こ と を 判 断 する の に、 参 考 に な るの は 、 私の 知 る 限り 、 も と

も と 雇 調 金 制 度 は ド イ ツ の 操 短 手当 制 度を 参 考 に さ れま し た から 、 そ れぐ ら い し

か 参 考 に な る も の は な い の で す 。い ま アメ リ カ で 同 じよ う な もの が 20 数 州 で あ

り ま す が 、 これ も あ ま り 歴 史 が ない の で、 ま ず は ド イツ の 現 在の 制 度 の支 給 要 件

と 比 べ て ど うな っ て い る の か と 。国 際 相場 と い う こ とも な い です が 、 ドイ ツ が ど

う な っ て い るの か と い う こ と が 、今 日 でな く て も い いで す か ら、 も し わか れ ば 、

現 在 の 日 本 の支 給 要 件 と 比 べ て ど う な って い る か と いう の が 1 つ で す 。  

 も う 1 つ は 、 私 は 「 非 正 規 雇 用」 と いう 言 葉 を 使 うの が 嫌 いな の で 、「 正 社 員

以 外 」 と 言 いま す が 、 正 社 員 以 外の 人 たち の 雇 用 ま でそ の 対 象に な っ てい る の か
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ど う か 。 特 に問 題 と な る の は 有 期雇 用 です 。 有 期 雇 用だ か ら 関係 な い では な い か

と 言 っ て も 、ほ と ん ど の 有 期 雇 用と い うの は 更 新 す るわ け で すか ら 、 そう い う 人

た ち が こ の 雇調 金 の 対 象 に 現 行 で な っ てい る の か ど うか 、 こ れが 2 つ 目 の質 問 で

す 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 1 点 目 の ご質 問 の ド イ ツ の 制 度で す が、 現 時 点 で 詳細 を 正 確に 把 握 して い ま せ

ん の で 、 調 べて ご 報 告 さ せ て い た だ き たい と 思 い ま す。  

 2 点 目 の 非正 規 の 関 係 で す が 、リ ー マン シ ョ ッ ク 後の 状 況 を申 し 上 げま す と 、

最 初 の こ ろ は非 正 規 は 少 な か っ たの で すが 、 雇 調 金 の利 用 者 の中 で 、 非正 規 の 方

が 徐 々 に 増 えて き て い ま す 。 派 遣労 働 者の 方 も 一 部 助成 対 象 にな っ て いま し て 、

直 近 の 23 年 度 の 割 合 で 言 い ま す と 、 正規 が 85.8％ 、派 遣 以 外の 非 正 規が 13.1％ 、

派 遣 労 働 者 は 1.2％ と い う 状 況 に な っ てい ま す 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 派 遣 労 働 者も 対 象 に 入 る の で す か 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 派 遣 元 が 適用 事 業 所 に な っ て い て 、 派遣 元 が 休 業 すれ ば 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 派 遣 元 が 休業 す れ ば で す ね 。 直 雇 い の有 期 社 員 も 入る わ け です か 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 は い 、 被 保険 者 で あ れ ば 助 成 対 象 に なり ま す 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 こ れ は 、 そう い う 人 た ち の キ ャ リ ア など を 考 え る 上で の 1 つの 大 き な 論点 で も

あ り ま す の で。 対 象 に な る の で す ね 。  

 

○ 職 業 安 定 局長  

 対 象 に な り ま す 。 以 前 は 、 「 雇 い 入 れて か ら 6 か 月経 過 し た後 」 と い うの が あ

っ た の で す が、 震 災 の と き に 、 そ こ は 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 雇 い 入 れ てす ぐ 休 業 す る と い うの は おか し い の で 、も と も とは 被 保 険者 期 間 が

6 か 月 以 上 ない と 助 成 対 象 に な らな か った の で す が 、ま ず リ ーマ ン シ ョッ ク の と

き に 、 新 規 学卒 者 の 内 定 取 消 し が心 配 にな り ま し て 、要 す る に、 内 定 はリ ー マ ン

シ ョ ッ ク の 前に 内 定 さ れ て い る 方が 、 リー マ ン シ ョ ック が 起 きて 、 そ うな る と 内

定 取 消 し に なっ て し ま う の で 、 それ を 防ぐ た め に 、 リー マ ン ショ ッ ク の直 後 に 被
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保 険 者 に な った ら す ぐ 助 成 対 象 に。 要 する に 、 6 か 月未 満 で も助 成 対 象に す る よ

う に し ま し た。 同 じ よ う な 問 題 が東 日 本大 震 災 の と きも 起 き まし た の で、 東 日 本

大 震 災 の と きも 特 例 的 に 6 か 月 未満 で も助 成 対 象 に した と い うこ と に なっ て い ま

す 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 い わ ゆ る 正社 員 以 外 で い ち ば ん多 い のは パ ー ト な ので す 。 パー ト 、 アル バ イ ト

も 、 い ま の 基準 だ と ほ と ん ど 雇 用保 険 に入 り ま す よ ね。 そ れ も当 然 こ の雇 調 金 の

対 象 に な っ てい る と い う こ と で す か 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 雇 用 保 険 の被 保 険 者 に な れ ば 、 助 成 対象 に な り ま す。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 実 際 に そ れを も ら っ て い る 人 も い る ので す ね 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 は い 。  

 

○ 秋 山 委 員  

 私 は 医 療 ・介 護 の 分 野 な の で 、 「 論 点 2」 の と こ ろで 、 委 託 訓練 を 受 けた 59.5

％ の 関 連 就 職 の と こ ろ で 、 介 護 だ け が 77.6％ と い う こ と で 、 関 連 職 種 と し て は

医 療 ・ 介 護 ・健 康 の ラ イ フ ・ イ ノベ ー ショ ン の 部 門 は定 着 率 がい い か なと 感 じ た

の で す が 、 実際 に 現 場 で は 、 ミ スマ ッ チと い う の か 、製 造 業 など 全 然 別の 分 野 の

方 で 、 人 と あま り 対 し て い な い 方が こ うい う 訓 練 を 受け て 、 就職 し た けれ ど も 、

定 着 せ ず に 非雇 用 の 状 態 が 続 い てい く 。結 局 そ れ は 、折 角 、 守っ て 、 つな い で 、

創 っ て い た だい た も の を 維 持 す ると い うか 、 継 続 す ると い う とこ ろ に つな が ら な

い 。 で も 、 今後 は こ の 医 療 ・ 介 護部 門 では 大 変 人 材 が不 足 す るの で 、 不景 気 に な

っ た ら 来 る 人が い る の だ け れ ど も、 結 局定 着 し な く て、 し っ かり と し た人 が 育 た

な い と い う 現場 が あ る 。 そ の 辺 につ い ては ど う お 考 えか 、 お 聞か せ 願 えれ ば と 思

い ま す 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 資 料 2 の 参 考 資 料 の 26 頁 も 関係 し ます の で 、 ご 覧く だ さ い。 「 介 護分 野 に お

け る 従 事 者 の 動 向 等 」 と い う こ と で 、 現 在 128 万 人 ぐ ら い で す が 、 将 来 的 に は

200 万 人 の 前半 必 要 と い う こ と で、 こ の中 の 表 で 見 てい て も 、離 職 者 が他 産 業 に

比 べ て も ち ょっ と 多 い と い う 状 況で す 。介 護 分 野 の 訓練 の 特 色と し て は、 わ り と

出 口 が は っ きり し て い る の で 、 介護 分 野の 訓 練 の 実 施効 果 と して は 、 他産 業 よ り

も 80％ ぐ らい の 就 職 率 も あ り ま す し 、関 連 も 70％と 、 先 ほ ど説 明 し たよ う に高

い と い う こ とで 、 訓 練 を し た 者 の送 込 み的 な 話 は 問 題な い の です が 、 定着 を 進 め
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て い く と い うこ と で は 、 広 い 意 味で は 雇用 管 理 を し っか り 改 善し て い くと い う こ

と が ポ イ ン トか と 思 い ま す 。  

 働 く 上 で の悩 み 、 不 満 等 に つ いて 、 介護 関 係 で ア ンケ ー ト 調査 等 も やっ て 、 仕

事 内 容 の 割 には 賃 金 が 低 い と い う賃 金 の問 題 で す と か、 業 務 の負 担 感 、夜 勤 な ど、

い ろ い ろ な こと が 聞 か れ て い ま す。 こ れは 、 労 働 行 政の 中 で は、 介 護 保険 制 度 に

お け る 全 体 のサ ー ビ ス の 中 の 従 事者 の 部分 の 改 善 と いう こ と もキ ー に はな っ て く

る と 思 う の です が 、 な か な か 如 何と も しが た い 面 も ある 。 た だ、 労 働 条件 と か 能

力 開 発 と い う労 働 分 野 の 雇 用 管 理の 改 善を 地 道 に や って い く とい う こ とも 、 訓 練、

就 職 あ っ せ んと 併 せ て 、 し っ か り 行 っ てい か な け れ ばい け な いと 考 え てい ま す 。  

 

○ 宮 山 委 員  

 た だ い ま 、介 護 の 現 状 に つ い てお 話 があ り ま し た 。日 本 に おけ る 介 護と い う の

は 、 あ る 面 、そ の 技 術 や シ ス テ ムが 日 本の 資 源 だ 、 財産 だ と 言え る と も思 う の で

す 。 で す か ら 、 大 切 に し な け れ ば い け な い 。 こ う い う 思 い で は あ る の で す が 、

「 社 会 保 障 と税 の 一 体 改 革 」 に おい て 、「 地 域 包 括 ケア 」 の 考え 方 が 出さ れ ま し

た 。 こ れ に よる と 、 2025 年 に は 介 護 職を 現 在 よ りも 100 万 人増 や す と書 い てあ

る 。 非 常 に 期待 の で き る 分 野 で はあ る と思 い ま す 。 しか し 、 こう い っ た期 待 し て

い る 、 あ る いは 望 ん で い る 市 場 拡大 が 起こ る か ど う かは 、 国 民が こ の サー ビ ス 、

ア ク セ ス を 受け 入 れ る か ど う か に か か って い る と 思 いま す 。  

 今 回 は 「 定期 巡 回 」 「 随 時 対 応」 と いう 新 し い も のが 出 ま した が 、 これ を 国 民

が 利 用 す る のか ど う か と い う こ とを 事 業者 が 大 変 心 配し て い ます 。 そ れで 、 思 い

切 っ て 投 資 がで き な い 。 投 資 が でき な けれ ば 、 こ の 市場 は 拡 大し な い とい う こ と

に な ろ う か と思 う の で す 。 し た がっ て 、将 来 に 向 け て国 民 の 多く が 歓 迎す る 仕 組

み を つ く っ てい か な い と 、 こ こ は育 た ない 。 そ の た めに は 処 遇改 善 や 利用 料 負 担

の 見 直 し と いっ た も の が 必 要 か と思 う ので す が 、 こ うい う 問 題に つ い て、 例 え ば

介 護 保 険 制 度を 運 営 す る 部 局 と 皆様 方 との 間 で 議 論 をさ れ て いる と い うよ う な こ

と は あ り ま すか 。  

 

○ 職 業 安 定 局長  

 こ の 介 護 の 問 題 に つ い て は 、 先ほ ど 来お 話 が あ り ます よ う に、 今 後 は相 当 な 労

働 力 が こ こ に シ フ ト し て い く だ ろう と 。そ れ か ら 、 成長 分 野 とい う こ とで 、 医 療、

介 護 と い う こ と に つ い て は 国 を 挙げ て 対策 を 進 め て いか な け れば な ら ない 。 サ ー

ビ ス 面 で の 対 策 も そ う で す が 、 そこ に いく 人 材 の 確 保に つ い ての 対 策 もで す 。 い

ま 、 私 ど も の 内 部 で は 、 こ れ は 各部 局 、老 健 局 、 社 援局 、 私 ども と し ては 能 開 局

が 関 係 し て きま す の で 、 プ ロ ジ ェク ト チー ム を つ く って 内 部 で議 論 を して い ま す。

た だ 、 こ れ は、 先 ほ ど 秋 山 委 員 から も お話 が あ り ま した が 、 いろ い ろ な問 題 が 絡

み 合 っ て ま いり ま す 。 こ れ は 今 後、 介 護、 医 療 の と ころ で お 話が あ る でし ょ う か

ら 、 介 護 保 険に つ い て は 私 か ら はコ メ ント し ま せ ん が、 労 働 でい き ま すと 、 介 護

分 野 と は 大 変厳 し い 労 働 で も あ るわ け です か ら 、 そ うい う 分 野に つ い ての ど う い

う ノ ウ ハ ウ が必 要 か と か 、 ど う いう も のか と い う こ とを 、 窓 口に 来 ら れた 方 に 、
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先 ほ ど お っ しゃ っ た よ う に 、 例 えば 製 造業 か ら も 仕 事が あ れ ばと い う こと で 来 ら

れ る 方 も た くさ ん い ら っ し ゃ い ます の で、 ど う い う 分野 な の かと い う こと を 、 最

初 の マ ッ チ ング の と こ ろ で お 話 し な け れば い け な い 。  

 私 ど も は 、「 福 祉 人 材 コ ー ナ ー」 と いう も の を ハ ロー ワ ー クの 中 に つく っ て い

る の で す 。 いま 、 全 国 に 57 箇 所つ く って い ま す 。 東京 や 大 阪な ど は 複数 あ り ま

す が 、 大 体 1 県 に 1 つ は 福 祉 人 材コ ー ナー を 設 け て いる 。 そ こで は 、 どう い う 仕

事 な の か 、 どう い う 能 力 な の か とい う こと に つ い て 、セ ミ ナ ーを 開 い たり 、 介 護

の 専 門 の 方 が来 ら れ て お 話 を い ただ い たり し て い ま す。 そ う いう こ と で、 ま ず マ

ッ チ ン グ の 段階 で 、 い ま お 話 に なっ た よう な と こ ろ がで き る だけ 少 な くな る よ う

に 、 違 和 感 がな く な る よ う な 形 の も と にや っ て い ま す。  

 そ れ か ら 、マ ッ チ ン グ し た あ との 定 着の 部 門 で 、 これ は 労 働部 門 だ けで な く 、

全 体 が 集 ま って や っ て い る の で すが 、 労働 部 門 で い けば 、 い ろい ろ な 機械 ・ 器 具

で 少 し 労 働 の軽 減 が で き な い か とい う こと で 、 そ う いう 機 械 ・器 具 を 介護 の 分 野

で 使 わ れ た 場合 の 助 成 金 な ど は 出 し て いま す 。  

 そ れ か ら 、賃 金 の 問 題 で す 。 賃金 は そも そ も 介 護 保険 の と ころ に 問 題が あ り ま

す が 、 そ の 賃金 の と こ ろ の 待 遇 の改 善 とい う こ と に つい て 、 広い 意 味 での 賃 金 の

問 題 と い う もの を 、 介 護 労 働 安 定セ ン ター と い う と ころ も あ りま す し 、介 護 の 雇

用 管 理 の 専 門家 も 設 け て い ま し て、 そ の方 々 が で き る限 り 実 際の 現 場 に行 っ て い

ろ い ろ な 相 談な ど が で き る よ う にし て いる と こ ろ で す。 し か し、 最 初 のお 話 に あ

り ま し た よ うに 、 全 体 の い ろ い ろな と ころ か ら 知 恵 を出 さ な けれ ば い けな い と い

う 認 識 は 持 って い ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 こ の 介 護 の分 野 も 、 医 療 の 分 野も そ うだ と 思 う の です が 、 有効 求 人 倍率 そ の も

の は か な り 高い 状 態 で ず っ と 推 移し て いる わ け で 、 労働 市 場 がそ れ な りに 機 能 し

て い れ ば 、 そう い っ た 場 合 に は 賃金 が 上が っ て い く とい う こ とだ と 思 うの で す が、

そ れ が そ う はな ら な い と い う と ころ に 問題 が あ る 気 がし て な らな い の です 。 そ う

す る と 、 市 場を で き る だ け 機 能 させ る よう に 、 い ろ いろ な 取 組み を し てい か な け

れ ば い け な い。 例 え ば 介 護 保 険 や医 療 保険 の 問 題 も 含め て 考 えな い と いけ な い 。

「 賃 金 が 上 がら な い か ら 定 着 し ない 」 とい う 問 題 は もう 見 え てい る わ けで す か ら、

そ こ を 考 え てい か な い と 、 キ ャ リア パ スを ど う し ろ とか 、 職 業訓 練 を 一生 懸 命 や

り ま し た と 言っ て も 、 結 局 定 着 しな い まま で は な い かと 思 う ので す 。 それ は ま た

議 論 し て い ただ け れ ば と 思 い ま す 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 い く つ か 伺い ま す が 、 論 点 ご と で は なく て 、 ま と めて 伺 っ てい い で しょ う か 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 ど う ぞ 。  
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○ 和 泉 委 員  

 「 論 点 1」 に 関 し て で す が 、 雇用 調 整助 成 金 に 関 して は 、 数値 上 見 ると 、 一 定

の 効 果 が あ って 、 平 常 時 に と い うこ と で私 も い い と 思っ て い るの で す が、 い た だ

い た 方 た ち の事 業 所 へ の ア ン ケ ート で 、満 足 度 な ど を聞 い て いま す が 、こ れ は ど

の よ う な 形 で聞 い て い る の か 教 えて い ただ け ま す か 。変 な 言 い方 で す が、 雇 用 調

整 助 成 金 は 返さ な く ても い い お 金な の で、 も ら っ て 不満 だ と いう 答 え をす る 人 は

ほ と ん ど い ない と 思 う の で す 。 有効 で あっ た 、 ほ ぼ 満足 と い うよ う な 資料 し か 見

て い な い の で、 も し ほ か に 聞 い てい る こと が あ れ ば 教え て い ただ き た いと 思 い ま

す 。 つ ま り 、も ら っ た と き と も らわ な かっ た と き と でど れ ぐ らい の 効 果の 差 が あ

る の か が 、 いた だ い た 資 料 の 中 では ち ょっ と わ か ら なか っ た ので 、 教 えて い た だ

き た い で す 。  

 あ と 、 こ れは 事 前 に お 伺 い し て教 え てい た だ い た ので す が 、評 価 と いう よ り も

次 の 段 階 へ とい う こ と で 考 え を 言わ せ てい た だ き ま すと 、 雇 用調 整 助 成金 に は 休

業 に 対 す る 手当 と 訓 練 を 受 け た とき の 手当 と あ る と 思い ま す 。平 成 20 年 に は 休

業 と 訓 練 の 比率 が 93.7％ と 6.3％ の 割 合だ っ た も の が、 22 年 にな り ま すと 68.7

％ と 31.3％と 、 急 激 に 増 え て い る と 教え て い た だ きま し た 。こ の 理 由の 1 つは

訓 練 に 関 す る金 額 が 増 え た か ら では な いか と い う ご 指摘 で し たが 、 私 自身 も 含 め

て 、 リ ー マ ンシ ョ ッ ク の あ と は 非常 に 仕事 が 少 な く なっ て 、 暇な 時 間 が正 直 あ り

ま し た 。 私 たち は 、 暇 な と き に は勉 強 しよ う と い う こと で 、 あい た 時 間を 、 平 常

に な っ た と きに よ り 高 い 付 加 価 値の も のが 提 供 で き るよ う に する た め の準 備 期 間

と し た の で す。 お 金 を 単 純 に 差 し上 げ ると い う よ り は、 次 に つな が る 形で の 支 援

を す る ほ う が有 効 に 使 わ れ る か と思 う ので 、 例 え ば 平常 時 に 戻す と き にも 、 一 律

に 元 に 戻 す とい う よ り は 、 訓 練 のほ う を少 し 拡 充 す る形 の 配 分に す る とい い の か

な と 思 い ま した 。  

 も う 1 つ 、 世 の 中 非 常 に 厳 し いの で 、例 え ば 原 発 事故 後 の 節電 で 、 みん な が 節

電 し た あ と 、そ の 危 機 を 過 ぎ た ら元 の 状態 に 戻 る か とい う と 、み ん な が節 電 体 質

に な っ て い て元 の 水 準 に 戻 ら な いの と 同じ で 、 リ ー マン シ ョ ック で す ごく 効 率 化

が 進 ん で い るの で 、 も う 人 が 要 らな く なっ て し ま っ てい る わ けで す 。 です か ら 、

シ ョ ッ ク が 終わ っ て 平 常 時 に 戻 って も 、元 の 人 員 が 必要 か と いう と 、 会社 で は も

う そ れ だ け のリ ス ト ラ ク チ ャ リ ング で 、様 々 な 面 で 効率 化 を 図っ て い るの で 、 そ

れ ほ ど 人 が 要ら な く な っ て い る とい う こと が よ り 進 むよ う な 気が し ま す。 で す の

で 、 休 業 だ けで は な く て 、 訓 練 のほ う のウ エ イ ト を 増や す 、 ある い は そち ら に 働

き か け る よ うな 政 策 が あ る と い い と 思 いま し た 。  

 ち ょ っ と 散慢 に な り ま す が 、 「論 点 2」 の ほ う も 続け て 申 し上 げ て よろ し い で

し ょ う か 。 ある い は お答 を 伺 っ て か ら のほ う が い い です か 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 と り あ え ずそ こ ま で に し ま し ょ う 。  

 

○ 和 泉 委 員  
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 そ れ で は 、も し ア ン ケ ー ト の や り 方 がわ か っ た ら 教え て く ださ い 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 ま ず 、 1 点 目 の ア ン ケ ー ト に つ い てです 。 直 近 の もの で は 今年 2 月 に 、 雇調 金

と い う の は 毎月 計 画 届 を 出 し て 月ご と に支 給 申 請 を して い た だき ま す ので 、 そ れ

を 2 回 以 上 使 っ て い る 方 を 対 象 に、 ハ ロー ワ ー ク の 窓口 で ア ンケ ー ト 用紙 を お 配

り し て お 答 え い た だ き ま し た 。 その 結 果で す 。 雇 調 金が 、 「 雇用 の 維 持に 役 立 っ

た 」 が 92.9％ 、 そ れ 以 外 に 、 「 ま あ ま あ 役 立 っ た 」 と い う の が あ り ま し て 、 そ

れ を 含 め る と 99.6％ に な る と い う 結 果 です 。  

 2 点 目 の 、 教 育 訓 練 の 関 係 で す。 ご 指摘 の よ う に 、い ま 雇 調金 を 利 用さ れ て い

る 企 業 の 中 で 教 育 訓 練 を さ れ る 方が 増 えて い ま す 。 それ は お っし ゃ る よう に 、 単

に 休 業 す る よ り も 教 育 訓 練 の ほ うが 景 気が 回 復 し た とき に 将 来の 発 展 につ な が る、

ま た 、 そ の 企 業 の 生 産 性 の 向 上 にも 結 びつ く と い う こと も あ りま す 。 事業 所 数 で

見 ま す と 、 15.2％ が 教 育 訓 練 を され て いま す 。 た だ し、 こ れ もご 指 摘 のよ う に 、

休 業 の 場 合 は 休 業 手 当 に 対 す る 助成 だ けな の で す が 、教 育 訓 練の 場 合 はそ の 間 の

賃 金 に 対 す る 助 成 に 加 え て 教 育 訓練 費 とし て 一 定 額 を、 中 小 企業 で 事 業所 外 訓 練

の 場 合 は 6,000 円 、 大 企 業 だ っ たら 4,000 円 な ど 、 その よ う な教 育 訓 練 費が 別 途

支 給 さ れ る こと に な っ て い ま す ので 、 支給 額 で 教 育 訓練 の 割 合を 見 る と、 15％ の

倍 の 30％ を 超え る よ う な 状 況 に な っ て いま す 。  

 今 後 リ ー マン シ ョ ッ ク 後 の 状 況を 踏 まえ て い ろ い ろな 見 直 し、 検 討 をし て い か

な け れ ば い けな い と 思 っ て い ま す。 そ のと き に 、 お っし ゃ る よう な こ とは 非 常 に

大 事 な 論 点 だと 思 っ て い ま す 。 一方 で 、実 は 教 育 訓 練は 不 正 受給 も 多 いの で す 。

そ う い っ た こと を ど の よ う に 考 える か 、ま た 、 教 育 訓練 に つ いて は 他 の助 成 金 も

あ り ま す の で、 そ れ と の 関 係 を どう す るの か 、 そ の よう な こ とを 踏 ま えて 効 率 的

な 仕 組 み を 考え て い き た い と 考 え て い ます 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 い ま の 1 つ 目 は 、 そ の よ う な アン ケ ート は 見 た こ とが あ る ので す が 、そ れ が 甘

い 感 じ が し たの で 、 そ れ を も う 少 し 評 価す る も の が ある か と いう 質 問 でし た 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 す み ま せ ん、 質 問 を 誤 解 し て いま し た。 実 は 、 い まや っ て いる ア ン ケー ト 調 査

は こ れ し か ない の で す 。 ご 指 摘 のよ う に甘 い こ と も ある か も しれ ま せ んの で 、 聞

き 方 を さ ら に検 討 し て ま い り た い と 思 いま す 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 お 願 い し ます 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 リ ー マ ン ショ ッ ク 前 に 労 働 政 策研 究 ・研 修 機 構 が やっ た ア ンケ ー ト 調査 が あ り
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ま す 。 こ の 結果 を 見 ま す と 、 「 雇調 金 がな け れ ば 解 雇や 希 望 退職 の 募 集を 行 っ た」

と い う 事 業 所 が 54％ で す 。 そ れ か ら 、 助 成 金 の 効 果 に つ い て も 細 か く 聞 い て い

ま す 。 「 受 注 回 復 後 、 速 や か に 対 応 で きた 」 と い う のが 76％ に上 っ て いま す 。  

 雇 調 金 を 利用 さ れ る 企 業 は 、 昔は 大 企業 が 多 か っ たの で す が、 最 近 は中 小 企 業

が 多 く て 、 直 近 で は 98％ ぐ ら い が 中 小 企 業 に な っ て い ま す 。 中 小 企 業 と い う の

は な か な か 人が 集 ま ら な い 。 特 に、 中 核と な る よ う な人 材 、 要す る に 、い ろ い ろ

な こ と が で きる 多 能 工 は 非 常 に 貴重 な 人材 で な か な か集 ま ら ない 。 一 旦手 放 す と

再 雇 用 は 難 しい 。 そ う い う 中 で 、中 核 人材 の 引 き 留 めに 非 常 に役 立 っ たと い う 意

見 も 40％ ぐ らい 出 て い ま す 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 そ の ア ン ケー ト の ほ う が 良 い か と 思 いま す 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 こ の よ う な聞 き 方 も 検 討 さ せ て い た だき ま す 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 も う 1 つ 、 「 論 点 1」 に 関 し てで す 。確 か に 、 教 育訓 練 は 不正 受 給 も多 い の か

な と 思 っ た ので す 。 そ も そ も 今 回の 共 通課 題 に 、 成 長分 野 へ のシ フ ト があ り ま す。

か つ て 繊 維 の業 界 が だ ん だ ん 衰 えて い く中 で 、 い ま の繊 維 業 界は グ ラ スフ ァ イ バ

ー 事 業 や 環 境事 業 な ど 、 同 じ 会 社の 中 で新 し い こ と にど ん ど ん取 り 組 んで い ま す。

こ れ は 正 確 な情 報 で は な い か も しれ ま せん が 、 教 育 訓練 を 実 施す る 場 合に は 、 計

画 段 階 で 結 構申 請 が 拒 否 さ れ る こと も ある 。 「 特 に 現在 や っ てい る こ とを さ ら に

レ ベ ル ア ッ プす る た め の 教 育 訓 練で は 給付 は 受 け ら れな く て 、い ま ま でや っ て い

な か っ た 分 野の 仕 事 に 対 応 す る ため の 教育 訓 練 で あ るこ と が 必要 だ 」 とい う 書 き

込 み を 見 た こと が あ り ま す 。 こ れに 対 する 裏 付 け は 取っ て い ない の で すが 、 も し

そ う で あ れ ば、 私 は こ れ は 逆 に 良 い こ とだ と 思 い ま した 。  

 と い う の は、 新 し い 成 長 分 野 への 移 転は 、 必 ず し も個 人 の 単位 で 人 が動 く だ け

で な く 、 同 じ企 業 の 中 で 業 態 が 変様 す るこ と は 十 分 にあ り ま す。 そ の とき に 、 い

ま ま で や っ てき た こ と で は な く 、よ り 成長 性 の 高 い 分野 の 教 育訓 練 を 受け る こ と

に 関 し て 給 付し 、 イ ン セ ン テ ィ ブを 与 える よ う な 形 にし 、 不 正受 給 の 問題 は 後 で

検 証 す る よ うな 形 で 補 う よ う に すれ ば 、社 内 で の 移 転が 進 む ので は な いか と 思 い

ま し た 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 い ま の 教 育訓 練 の ご 指 摘 に つ いて で す。 確 か に リ ーマ ン シ ョッ ク の 前や 直 後 は

通 常 の 助 成 額以 上 に 助 成 す る こ とも あ りま し て 、 ハ ロー ワ ー クは 非 常 に厳 格 に 助

成 の 訓 練 計 画を 審 査 さ せ て い た だい て いま し た 。 し かし 、 リ ーマ ン シ ョッ ク の 後

は 一 度 に 大 量の 事 業 所 を お 救 い しな け れば い け な い こと も あ って 、 教 育訓 練 に つ

い て も 、 要 件を 緩 和 し て 欲 し い とい う 要望 が あ り ま した の で 、判 断 基 準を 大 幅 に
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変 え ま し て 、ネ ガ テ ィブ ・ リ ス トに 該 当し な い 限 り は幅 広 く 認め る よ うに 方 針 を

変 え て い ま す。 そ の ネ ガ テ ィ ブ ・リ ス トで は 何 が 該 当に な ら ない か と いう と 、 例

え ば 入 社 時 の研 修 や 新 任 管 理 職 研修 な どの も と も と やる こ と にな っ て いた よ う な

も の 、 そ れ から 、 安 全 衛 生 法 な どの 法 令で 義 務 づ け られ た も のな ど は 対象 に な ら

な い の で す 。そ う い っ た も の 以 外で 職 業に 関 す る も の、 あ る いは 今 後 の生 産 性 の

向 上 に 結 び つく も の で あ れ ば 幅 広 く 認 める よ う に 現 在は な っ てい ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 私 も 、 い まの ご 質 問 に 非 常 に 関心 を 持っ て 聞 い て おり ま し た。 外 部 労働 市 場 を

通 じ て 産 業 構造 を 変 えよ う と い うの か 、そ れ と も 内 部労 働 市 場を 通 じ てや る の か

は 非 常 に 大 きな 問 題 だ ろ う と 思 うの で す。 今 回 出 て きた 資 料 で、 休 業 と訓 練 と で

は 、 そ の 後 企業 が ど う な っ た の かに つ いて の デ ー タ もな さ そ うで す し 、あ る と し

た ら 、 満 足 度が 高 い か ど う か と いう 資 料ぐ ら い で し ょう か ら 、も う 少 し詳 し い デ

ー タ を お 集 めに な っ て 、 休 業 給 付と 訓 練給 付 で そ の 後に 企 業 がど う 変 わっ た の か、

訓 練 の 中 身 がど う な る と ど の よ うに 変 わる の か な ど 、そ う し たも の を 集め て い た

だ い た 上 で 、訓 練 給 付 の イ ン セ ンテ ィ ブの よ う な も ので 産 業 構造 を 変 えて い こ う

な ど の 議 論 はあ っ て も い い の で はな い かと 思 う の で す。 是 非 、デ ー タ の整 備 も お

願 い し た い と思 い ま す 。  

 

○ 職 業 安 定 局雇 用 開 発 課 長  

 雇 調 金 の 利用 後 の 効 果 、 事 業 所の 存 続割 合 や 労 働 者の 雇 用 状況 は 調 べて い る の

で す が 、 ご 指摘 の よ う な 休 業 と 教育 訓 練で 分 け て 取 って は い ませ ん の で、 検 討 さ

せ て い た だ きた い と 思 い ま す 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 資 料 2 の 18、 19、 20 頁 に あ る 自 己 啓発 支 援 や OFF-JT 支 援 のデ ー タ につ い てで

す 。 こ れ は 能力 開 発 基 本 調 査 で の、 い わゆ る 正 社 員 につ い て の数 値 だ と思 っ て い

ま す 。 先 ほ ど も 言 い ま し た よ う に 、 正 社 員 以 外 の 人 た ち に ど れ だ け こ の よ う な

OFF-JT や 自 己 啓 発 支 援 が で き る か ど う か が ポ イ ン ト だ と 思 っ て い ま す 。 金 額 ま

で は わ か ら な く て も 、 ど の ぐ ら いの 企 業が 正 社 員 以 外の 人 た ちに こ れ をや っ て い

る の か 。 極 端 な こ と を 言 っ て し まえ ば 、正 社 員 よ り も正 社 員 でな い 人 たち に そ の

よ う な 機 会 が あ る か ど う か 、 正 社員 と 同じ 金 額 は 使 えな く て も、 そ れ があ る か ど

う か は 私 は 決 定 的 に 重 要 だ と 思 って い ます 。 ま ず 、 デー タ が ある の か どう か 。 そ

れ か ら 、 そ の よ う な 施 策 を 考 え られ て いる の か 。 い ろい ろ な キャ リ ア 形成 促 進 助

成 金 な ど が あ り ま す が 、 い わ ゆ る正 社 員以 外 の 人 た ちの と こ ろま で 広 げる 、 私 は

そ ち ら を む し ろ 優 先 的 に し た ほ うが い いと 思 っ て い るの で す が、 そ の よう な こ と

を 考 え ら れ て い る の か ど う か 、 そ の 辺 をお 聞 き し た いと 思 い ます 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 総 務 課 長  

 本 日 ご 提 供し て い る 18 頁 以 降の デ ータ は 、 い ま お話 が あ りま し た よう に 、 正
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社 員 に つ い て調 査 を し て い る 数 字で す 。こ の 調 査 の 中で は 非 正社 員 の 方々 の 、 こ

の よ う な 額 のデ ー タ は 取 っ て い ない 状 況で す 。 た だ 、例 え ば OFF-JT の実 施 状 況

に つ い て は 、同 じ こ の 調 査 の 中 で、 正 社員 と 正 社 員 以外 で 事 業所 ベ ー スの 調 査 を

取 っ て い ま す。 正 社 員 は 71.4％ 、 正 社員 以 外 で は 32.9％ と 、差 が 出 てい る とい

う 直 近 の デ ータ が あ り ま す 。  

 

○ 労 働 政 策 担当 参 事 官 室 企 画 官  

  18 頁 の 左 下 の 注 ） の と こ ろ に 、「平 成 14 年 度 、 平 成 16 年 度調 査 は 正 社員

一 人 当 た り の平 均 額 」 と あ り ま す 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 総 務 課 長  

 失 礼 し ま した 。 修 正 さ せ て い ただ き ます 。 額 の デ ータ は 、 いま ご 指 摘が あ り ま

し た よ う に 、正 社 員 ・ 非 正 社 員 込 み で 分類 し て い な い数 字 で 取っ て い ます 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 ま ず デ ー タで 分 け た も の が あ るの か どう か 。 基 本 的に は 、 やっ て い る割 合 も 安

定 社 員 以 外 が低 く て 金 額 も 小 さ いと 思 うの で す が 、 それ は 企 業と し て は当 然 な の

で す 。 そ う いっ た と こ ろ に 手 厚 く、 む しろ 、 正 社 員 のほ う に あま り 補 助せ ず に 、

正 社 員 以 外 のと こ ろ に 手 厚 く す る よ う な政 策 転 換 と いう の で しょ う か 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 長  

 ち ょ っ と よろ し い で す か 。 政 策 的 に は、 資 料 2 の 22 頁 を ご覧 い た だ きた い の

で す 。 「 キ ャリ ア 形 成 促 進 助 成 金 」 と いう も の が あ りま す 。 Ⅱの 1 に あ るよ う に、

一 般 の 労 働 者に 訓 練 を さ せ る 場 合 は OFF-JT の 経 費 ・賃 金 助 成は 1/3 なの で す が、

非 正 規 労 働 者に 訓 練 す る 場 合 は 1/2 と いう よ う に 、 より イ ン セン テ ィ ブを 高 め る

よ う に や っ てい ま す 。 た だ 、 今 後さ ら にそ う い う と ころ を 強 化し ろ と いう ご 指 摘

は そ の と お りだ と 思 い ま す 。  

 

○ 中 山 委 員  

 い ま 、 正 規・ 非 正 規 の 話 が あ りま し た。 非 正 規 の 訓練 は 額 も少 な い し、 実 施 率

も 低 い と 思 うの で す 。 も う 1 つ 、大 き な問 題 だ と 思 いま す の は、 結 局 、日 本 の 非

正 規 社 員 が 給料 も 低 い の で す ね 。つ ま り、 雇 用 の フ レキ シ ビ リテ ィ は もと も と 非

正 規 の 趣 旨 だっ た の で す が 、 日 本の 非 正規 の 場 合 は 同時 に 給 料も 低 い ので す 。 か

つ 、 も と も と日 本 は 年 功 賃 金 、 終身 雇 用、 そ れ と 企 業が か な り社 会 保 障的 な 福 利

厚 生 で カ バ ーし て い た よ う な 社 会で 、 ある 意 味 、 企 業の 保 障 によ っ て 生活 が 成 り

立 っ て い た ので す 。 で す か ら 、 就職 し てお 金 が 増 え て、 結 婚 し、 子 ど もが 生 ま れ

て 、 教 育 し て、 大 学 に や っ て と いう よ うな 流 れ が で きた の で す。 い ま は非 正 規 が

増 え た こ と によ っ て そ の よ う な 流れ が でき な く な っ て、 結 果 的に 、 ご 存じ の と お

り 、 非 正 規 の人 は 結 婚 の 率 が 非 常に 低 い。 や は り 自 分の 将 来 に対 し て なか な か 希

望 を 持 て な い状 況 に あ る 。  
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 そ こ を 脱 却し よ う と 、 厚 労 省 でも 、 「望 ま し い 働 き方 ビ ジ ョン 」 な どを 今 年 や

ら れ て い ま す。 拝 見 す る と 、 そ のと お りだ と 思 う の です 。 全 員参 加 型 社会 、 人 材

立 国 、 デ ィ ーセ ン ト ・ ワ ー ク だ と、 極 めて そ の と お りだ と 思 うの で す が、 一 方 で、

こ の 思 い に 対し て 施 策 が つ い て いっ て いる の か な と 思う の で す。 い ろ いろ な 取 組

み を さ れ て いる し 、 書 い て あ る こと は その と お り だ と思 う の です 。 こ の論 点 共 通

の 課 題 に つ いて 私 は 述 べ て い る ので す 。そ う や っ て 考え た と きに 、 1 頁に 、 「 非

正 規 雇 用 の 労働 者 の 増 加 」 と あ る、 こ こを 何 と か 将 来に 希 望 が持 て る よう な 働 き

方 や 仕 事 に 変え て い く よ う に 社 会を 変 化さ せ て い く 。そ の よ うな 意 味 で、 こ こ で

今 日 議 論 に なっ て い る 施 策 の 「 論点 1」か ら 「 論 点 3」 は ど のよ う な 観点 で 進 め

て い る の か 、そ こ を 教 え て い た だ け ま すか 。  

 

○ 職 業 安 定 局派 遣 ・ 有 期 労 働 対 策 部 長  

 お 答 え し ます 。 い ま 委 員 か ら ご紹 介 いた だ き ま し た、 「 望 まし い 働 き方 ビ ジ ョ

ン 」 は 、 正 規雇 用 以 外 の 方 に つ きま し て横 断 的 に 取 り組 む た めの 総 合 的ビ ジ ョ ン

と し て ま と めた も の で す 。 今 後 、私 ど もは 、 こ れ を 使っ て 来 年度 の 概 算要 求 や 今

後 の プ ラ ン 作り を し て い く と い う考 え 方で す 。 で す から 、 必 ずし も い ま全 部 出 来

上 が っ て い るか と い う と 、 そ う では あ りま せ ん 。 そ の上 で 、 委員 の ご 指摘 の よ う

に 、 非 正 規 労働 者 に つ き ま し て は、 雇 用が 不 安 定 で ある こ と 、経 済 的 自立 が 困 難

で あ る こ と 、職 業 キ ャ リ ア の 形 成が 十 分で き て い な い、 セ ー フテ ィ ネ ット が ま だ

不 十 分 で は ない か 、 な ど の ご 指 摘が あ りま し て 、 こ のよ う な 論点 を 解 消し て い か

な け れ ば な らな い と 考 え て い ま す 。  

 そ の 場 合 に、 い ろ い ろ な 支 援 策が 、 いま の 段 階 で も設 け ら れて い る もの は あ る

の で す が 、 十分 に 機 能 し て い な いも の や、 仕 組 み と して 不 十 分な も の があ り ま す。

例 え ば 非 正 規労 働 者 の 方 に つ い て私 ど もが い ま 考 え てい ま す のは 、 非 正規 か ら 脱

却 し た い と いう 方 を 支 援 す る よ うな 枠 組み が 大 事 だ と思 っ て いま す 。 非正 規 の ま

ま 働 き た い 方に は 、 も ち ろ ん そ の形 態 の中 で 処 遇 を 公正 な 処 遇に 変 え てい く 方 向

だ と 思 い ま すが 、 そ う で な い 方 はで き るだ け 希 望 を かな え る 方向 で 対 応す る 。 そ

う い っ た 支 援策 が 必 ず し も 十 分 に 効 い てい な い 。  

 外 部 労 働 市場 を 通 じ て 、 例 え ばフ リ ータ ー の 方 を マッ チ ン グし て 正 社員 で 就 職

し て い た だ くこ と は 昔 か ら や っ てい た ので す 。 ハ ロ ーワ ー ク を通 じ て 年間 20 万

人 、 30 万 人 を 正 社 員 と し て 就 職 さ せ て い ま し た 。 先 ほ ど か ら 議 論 が あ り ま し た 、

内 部 労 働 市 場 を 通 し て 、 有 期 の 方あ る いは 派 遣 の 方 を直 接 雇 用の 正 社 員に し て い

く と い う 方 向 で の 支 援 策 は 、 あ るに は ある の で す が 、実 際 に はあ ま り 効い て い ま

せ ん 。 そ う いっ た 部 分 も 含 め ま して 、 先ほ ど か ら 議 論に な っ てい ま す キャ リ ア ア

ッ プ と 組 み 合わ せ て 、 非 正 規 の 方の 技 能を ア ッ プ す るこ と を 通じ て 正 社員 化 す る、

あ る い は 公 正な 処 遇 を 確 保 し て いく 方 向で す 。 キ ャ リア ア ッ プは 今 後 の非 正 規 対

策 に 相 当 大 きな 比 重 を 占 め る の では な いか と 考 え て いま す 。 単純 に 処 遇を 改 善 す

る と い っ て もで き な い の で 、 能 力開 発 と組 み 合 わ せ てや る と いう こ と だと 思 っ て

い ま す 。  

 先 ほ ど 、 局長 が ご 説 明 し ま し た「 求 職者 支 援 制 度 」、 こ れ はも と も と、 緊 急 人
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材 育 成 支 援 事業 と い う こ と で 、 雇用 状 況が 悪 化 し た とき に 対 応す る も のと し て ス

タ ー ト し た ので す が 、 去 年 10 月か ら 恒久 制 度 に な りま し た 。恒 久 制 度に な る と

き の 趣 旨 が 、ま さ に 非 正 規 労 働 者を タ ーゲ ッ ト と し て、 能 力 アッ プ し てい た だ く

こ と の 支 援 を手 厚 く や ろ う と い う考 え 方が 中 核 で す 。そ の よ うな 取 組 みが 徐 々 に

始 ま っ て い ます が 、 い ろ い ろ な 対策 を 組み 合 わ せ て 能力 ア ッ プを し て 、処 遇 改 善

な り 正 社 員 転換 な り を 進 め て い く こ と に取 り 組 ん で いき た い と考 え て いま す 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 い ま お っ しゃ っ た 、 い わ ゆ る 非正 規 の中 で 、 正 規 にな り た い人 た ち だけ に 焦 点

を 絞 る と い うの は 、 私 は 根 本 的 に間 違 って い る と 思 って い ま す。 正 規 でな い 人 で

多 い の は 圧 倒的 に パ ー ト タ イ マ ーな の です 。 正 規 労 働者 は フ ルタ イ ム プラ ス 残 業

と 考 え て 、 だか ら 、 な り た く な いの で す。 私 は 、 短 時間 正 社 員が 普 及 すれ ば い い

の で す が 、 普及 し な い と き に は 、そ の 人た ち は 短 時 間で あ っ ても 、 ず っと 働 い て、

そ れ な り に スキ ル ア ッ プ 、 能 力 アッ プ をし な け れ ば いけ な い ので す 。 です か ら 、

そ う い う 形 の焦 点 の 絞 り 方 、 そ のよ う な人 た ち が 圧 倒的 に 数 が多 い の です 。 正 規

で な い 人 で 、パ ー ト が 多 く て 、 パ ー ト のう ち 8 割 か ら 9 割 は フル タ イ ム 正社 員 に

は 移 り た く ない 。 そ の 人 た ち の 労働 力 資源 は 非 常 に もっ た い ない 。 そ こで の い ろ

い ろ な 訓 練 をし な い と 。 非 正 規 が悪 い わけ で は な く て、 そ の 人た ち の スキ ル が 上

が っ て い け ばい い の で す 。 そ こ を政 策 対象 か ら 外 す のは 、 私 は間 違 っ てい る な と

思 い ま す 。  

 

○ 職 業 安 定 局派 遣 ・ 有 期 労 働 対 策 部 長  

 先 生 の お っし ゃ る と お り で す 。説 明 が不 十 分 で 誤 解を 招 い たと 思 い ます 。 ま ず、

正 社 員 に な りた い 方 は 、 契 約 社 員や 派 遣労 働 者 で 特 に若 手 の 方に 非 常 に多 く 、 事

態 が 深 刻 な 方が 多 い の で す 。 で すか ら 、キ ャ リ ア を 含め て 相 当集 中 的 に支 援 し て

い か な く て はい け な い 層 だ と 思 って い ます 。 そ れ 以 外の 方 、 要す る に 、非 正 規 に

留 ま る こ と を考 え て い る 方 も 、 いま の 状況 に 満 足 さ れて い る ので は な くて 、 で き

る だ け 雇 用 が安 定 し た ほ う が い いで し ょう し 、 処 遇 も当 然 よ くな っ た ほう が い い

と 考 え て い ます 。 そ の た め の 均 衡処 遇 なり を 実 現 す る方 向 で 、能 力 ア ップ も 非 正

規 労 働 者 の 方に 重 点 的 に や っ て いか な けれ ば い け な いと い う のも 全 く 同じ 考 え で

す 。 い ち ば ん優 先 順 位 が 高 い と いう 意 味で 申 し 上 げ たの で 、 非正 規 に つい て 力 を

入 れ る 必 要 があ る の は 、 我 々 も 常に そ う思 っ て い ま す。 正 社 員で は な く、 非 正 規

を 重 点 に や って い く こ と が 今 後 の 大 き な流 れ で は な いか と 考 えて い ま す。  

 

○ 中 山 委 員  

 非 正 規 の 働き 方 に つ い て で す 。教 育 訓練 も さ る こ とな が ら 、派 遣 の 場合 で も 契

約 社 員 の 場 合で も 、 非 正 規 は 職 域が か なり 限 ら れ た 領域 だ け で仕 事 を して い て 、

そ こ か ら な かな か 脱 し 切 れ な い 。ま た 、法 律 も 、 こ の領 域 で 仕事 を し なさ い と 逆

に 縛 っ て い る部 分 も あ る 。 本 来 は、 非 正規 か ら 正 規 に転 換 し てい く よ うに と い う

趣 旨 で 作 っ てい る 法 律 な の で し ょう け れど も 、 現 実 は定 型 的 業務 以 外 には で き な
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い よ う な 状 況が 現 場 に は か な り ある 。 です か ら 、 自 分自 身 が スキ ル ア ップ を し よ

う と 思 っ て も、 教 育 も 受 け ら れ ない し 、ス キ ル も 上 げら れ な い。 し た がっ て 、 ほ

か の 所 に 移 動し て い け な い と い う 現 実 があ る 。  

 ご 存 じ の とお り 、 デ ン マ ー ク のよ う なフ レ キ シ キ ュリ テ ィ はそ こ を もっ と セ ッ

ト で シ ス テ ムと し て 組 み 込 ん で やろ う とし て い る の です が 、 日本 の 場 合は シ ス テ

ム と し て で はな く 分 断 さ れ た 形 で企 業 に委 ね ら れ て いる の で 、な か な かそ こ が 恒

常 的 に 変 わ って い な い 印 象 が あ るの で す。 で す か ら 、教 育 を する の と 同時 に 、 や

は り 職 域 を 。例 え ば 正 社 員 で あ れば 職 域を 変 え な が らス テ ッ プア ッ プ して キ ャ リ

ア 構 成 が で きる の で す 。 そ の よ うな プ ログ ラ ム が あ る。 そ れ がな か な かで き て い

な い 現 状 が ある の で 、 そ う い っ たこ と を義 務 づ け る とか 、 あ るい は そ うい っ た こ

と に イ ン セ ンテ ィ ブ を 付 し て 、 その よ うな こ と を す れば 給 付 金を 増 や すな ど 、 そ

う い っ た 刺 激を し な が ら 、 働 く 質が 上 がる よ う な こ とを 同 時 に考 え ら れた ら い い

の で は な い かと 思 い ま す 。 い か が で し ょう か 。  

 

○ 職 業 安 定 局派 遣 ・ 有 期 労 働 対 策 部 長  

 ま ず 、 い わゆ る 日 本 の 場 合 の 正社 員 につ き ま し て は、 委 員 がお っ し ゃい ま す よ

う に 、 就 職 した 後 に い ろ い ろ な 仕事 を 経験 し て キ ャ リア ア ッ プし て い くこ と で 仕

事 を す る こ とは 、 1 つ の 形 と し て出 来 上が っ て い ま す。 ヨ ー ロッ パ 的 な職 務 給 や

職 種 給 と は 違っ て 、 職 能 給 と い う形 で 賃金 体 系 も 出 来上 が っ てい ま す 。ご 本 人 の

能 力 や 将 来 伸び る 可 能 性 な ど を 考え な がら 賃 金 決 定 をし て い くと い う 、 1 つ の 体

系 が 出 来 上 がっ て い ま す 。 い わ ゆる 非 正規 労 働 者 の 方に つ き まし て は 、い ま 委 員

が お っ し ゃ った よ う に 、 こ の よ うな 職 種あ る い は 仕 事に 就 い ては 一 時 的に 働 く こ

と を 想 定 し てい て 、 い ろ い ろ な 仕事 に 就け る と い う 形に は な って い な いの は 事 実

で す し 、 そ れを 見 越 し な が ら の 賃金 設 定に な っ て い ます 。 日 本国 内 で 職務 給 な ど

に な っ て い るの は 非 正規 労 働 者 だ と 思 いま す 。  

 今 後 の 日 本の 労 働 市 場 を ど う 考え る のか で す が 、 すべ て 正 社員 的 な 形に 持 っ て

い く 大 き な 方向 性 を 出 す と い う 決断 は でき な い の で はな い か と考 え て いま す 。 た

だ 、 先 ほ ど 申し ま し た よ う に 、 ご本 人 の希 望 、 あ る いは あ る べき 方 向 性を 考 え た

場 合 に 、 一 定層 の 方 は い ろ い ろ な形 で 働き た い 、 い ろい ろ な 仕事 も し たい し 、 正

社 員 と 同 じ よう に 働 き た い と い う方 が いら っ し ゃ い ます の で 、そ の よ うな 方 を 誘

導 す る 対 策 は確 か に 要 り ま す 。 それ は 先ほ ど 申 し 上 げた よ う な形 で の 対策 で す 。

そ れ 以 外 の 方に つ き ま し て は 、 やは り 、処 遇 の 公 平 や公 正 と いっ た 方 向で 対 応 し

て い く の で はな い か と 思 っ て い ます 。 先ほ ど 、 「 望 まし い 働 き方 ビ ジ ョン 」 に つ

い て 申 し 上 げま し た が 、 そ の よ うな も のも 参 考 に し なが ら 、 今後 ど の よう な 支 援

や 助 言 を 企 業に や っ て い っ た ら いい の か、 あ る い は 、ど の よ うな 支 援 策、 助 成 措

置 を お こ し てい け ば よ い の か を き ち ん と詰 め て い き たい と 考 えて い ま す。  

 

○ 中 山 委 員  

 私 も 、 全 員を 正 社 員 に す べ き と思 っ てい る わ け で はな く 、 やは り 、 雇用 の フ レ

キ シ ビ リ テ ィと し て 非 正 規 、 雇 用す る 側に お い て も 、働 く 側 にお い て も、 い ろ い
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ろ な ニ ー ズ があ り ま す か ら 、 そ れは そ れで い い と 思 うの で す 。そ の 中 で、 現 状 を

見 る と 、 変 え ら れ な い と い う こ と 。 私 か ら 見 る と 、 そ の よ う な 職 場 に 行 く と 、

「 こ れ は ア ジア の 低 賃 金 労 働 で 、日 本 の中 に ア ジ ア の労 働 市 場が あ る な」 と 思 っ

た り す る の です 。 そ こ を 変 え て いこ う と思 っ た ら 、 もっ と 付 加価 値 の 高い と こ ろ

も で き る よ うに し て い く 。 し か し、 い ま企 業 は 収 益 性で 、 人 件費 で は なく 経 費 で

扱 え る と こ ろで や ろ う と し て い るわ け です 。 そ こ を もっ と 人 件費 的 な 使い 方 、 あ

る い は 仕 事 が変 わ っ て い く よ う な、 そ のよ う な 動 機 づけ を も っと さ れ たら い い の

で は な い か と思 う の で す 。  

 

○ 職 業 安 定 局派 遣 ・ 有 期 労 働 対 策 部 長  

  日 本 の 企業 の 中 で い わ ゆ る 非正 規 労働 者 の 方 の 均衡 や 処 遇改 善 な どを 考 え る

場 合 に 、 委 員の お っ し ゃ る こ と はご も っと も だ と 考 えま す 。 まず 、 能 力が い ま の

ま ま で 処 遇 を上 げ る こ と は 難 し いの で 、能 力 を ア ッ プす る の です け れ ども 、 ア ッ

プ す る 場 合 に従 来 就 い て い た 仕 事だ け では な く 、 そ れを 発 展 させ た よ うな 仕 事 が

で き る よ う な能 力 開 発 な ど 、 そ のよ う なこ と は 間 違 いな く 大 事で す 。 方向 と し て、

い ろ い ろ な 能力 を 発 揮 で き る よ うな 方 向で 非 正 規 労 働者 に 留 まる 方 も 支援 し て い

く こ と は 間 違い な く 大 事 だ と 思 いま す 。そ の よ う に 考え て 対 応し た い と思 い ま す。  

 

○ 和 泉 委 員  

 「 論 点 2」 に つ い て 、 私 も お 伺い し たい こ と が あ りま す 。 いま の こ とと 少 し 関

係 す る と こ ろも あ り ま す の で 教 えて く ださ い 。 ま ず 、実 際 に 働く 人 の 希望 と 企 業

側 の 雇 お う とい う 意 識 の ギ ャ ッ プが 大 きく な っ て い ます 。 な ぜ企 業 が 正規 雇 用 で

人 を 雇 わ な いの か と 言 え ば 、 1 つは 国 際競 争 が 厳 し くな っ て いる 中 で 競争 力 を 上

げ な く て は なら な い こ と 。 ま た 、時 代 、状 況 に 応 じ てど ん ど ん経 営 の 中身 を 変 え

て い か な け れば 間 に 合 わ な く な って い ると き に 、 例 えば 年 金 受給 開 始 の絡 み で 言

う と 、 20 歳 か ら 65 歳 、 場 合 に よっ ては 67 歳 、 70 歳 ま で雇 用 し てい か な けれ ば

な ら な い と なる と 、 1 人 の 人 を 1 回 雇 うと 40 数 年 間 ず っ と 雇い 続 け なけ れ ば い

け な い 。 企 業自 体 が ど ん ど ん 変 わっ て いか な け れ ば いけ な い とき に 、 どの よ う に

そ の 人 を 活 用し 続 け るか 、 配 置 の問 題 など が 出 て く る。 そ の こと を 考 える と 難 し

い の で 、 正 規は ち ょ っ と と い う こ と に なる の だ と 思 うの で す 。  

 そ の よ う に考 え る と 、 正 規 雇 用を 望 む場 合 、 一 般 的に は 業 務は 限 定 され な い こ

と に な る 。 最初 の 時 点 で 、 「 何 々の 仕 事を お 願 い し ます 」 と なっ て も 、も し そ こ

で う ま く 発 揮で き な か っ た 場 合 には 1、 2 年 で 次 の 仕事 に な るの で す 。ス キ ル も

さ る こ と な がら 、 こ れ か ら は 仕 事を し てい く 上 で の 最低 必 要 な基 盤 、 例え ば コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョン 能 力 や 課 題 発 見 力、 あ るい は 提 案 力 。そ れ か ら、 ク ラ イア ン ト や

消 費 者 だ け では な く 、 自 分 以 外 の人 の こと を 考 え て 、全 体 を 見て 自 分 はど う 動 く

べ き か と い うこ と 。 仕 事 と い う のは ニ ーズ に 応 え て いく こ と で、 そ こ が趣 味 や 個

人 の 喜 び と は違 う と こ ろ な の で 、そ う いっ た 意 識 の ズレ に 関 する ト レ ーニ ン グ の

よ う な も の をも う 少 し 強 化 し た ほう が 、実 際 に 企 業 のニ ー ズ に合 う 人 を養 成 す る

こ と が で き るの で は な い か と 思 いま す 。実 際 、 雇 う 側の 方 た ちに い ろ いろ と お 伺
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い す る と 、 別に 何 か の 資 格 が と いう こ とよ り も 、 正 規の 職 員 の方 に つ いて は 、 気

が 利 く 、 察 する 力 が あ る 、 課 題 発見 が でき る 、 効 率 化で き る など 、 自 ら考 え 、 自

ら 動 く 人 を 採り た い と い う 希 望 が強 く なっ て い ま す 。も し 正 規労 働 者 を増 や し た

い と い う 考 えが 前 提 に あ る の で あれ ば 、そ こ は 必 要 では な い かと 思 い まし た 。 そ

う い っ た 訓 練は い ま は 行 わ れ て い る の でし ょ う か 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 い ま か ら 説明 申 し 上 げ る の は 一部 の 範囲 の 学 科 と 、あ る い は訓 練 施 設も 限 ら れ

た 取 組 み で すが 、 お っ し ゃ っ た よう な 社会 的 な 基 盤 の能 力 の 中で 、 特 にコ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 能力 の 獲 得 の た め の 取組 み につ い て 説 明 させ て い ただ き ま す。 職 業 訓

練 の 成 果 を 就職 に つ な げ る た め に、 当 然、 各 分 野 の 専門 知 識 の習 得 を やっ て い ま

す が 、 基 本 的な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 能 力獲 得 も 重 要 です 。 訓 練生 が 入 って く る 段

階 で も 個 々 バラ バ ラ で す が 、 い ろい ろ なバ ッ ク グ ラ ウン ド か ら察 し て あま り 持 っ

て い な い で あろ う と い う も の に 関し て は、 例 え ば 平成 24 年 度か ら は 施設 内 の 学

卒 者 の 訓 練 を行 っ て い ま す 。 そ の中 で 、職 業 人 と し ての 素 養 を身 に つ ける 科 目 と

し て 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の向 上 を図 る 科 目 を 設定 す る よう に 努 めて い ま す。

ま た 、 求 職 者支 援 訓 練 に お き ま して は 、専 ら 就 職 に 必要 な 基 礎的 な 技 能及 び こ れ

に 関 す る 知 識を 付 与 す る た め の 職業 訓 練と し て 、 「 基礎 コ ー ス」 を 設 けて い ま す。

そ の 中 に は 対人 ス キ ル を は じ め とし て 、多 く の 職 種 に共 通 す る基 本 的 な能 力 の 取

得 も 意 図 し て、 そ の よ う な こ と もや っ てい ま す 。 以 上の よ う なこ と は 限定 的 な 取

組 み か も し れま せ ん が 、 こ の よ う な こ とも や っ て い ます 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 基 本 的 な とこ ろ を 職 を 求 め る 人全 員 が受 け る ぐ ら いや っ て もい い の では な い か

と 思 い ま す 。と い う の は 、 最 近 、企 業 内の 研 修 で も コミ ュ ニ ケー シ ョ ン研 修 や 対

人 ス キ ル 研 修、 先 ほ ど も 申 し ま した 課 題発 見 力 な ど のニ ー ズ が非 常 に 強く な っ て

き て 、 そ こ に応 え ら れ な い 方 は 最後 ま で雇 用 さ れ に くい こ と があ る よ うな の で す。

そ れ で お 伺 いし ま し た 。  

 も う 1 点 よ ろ し い で し ょ う か 。 資料 2 の 14 頁 で す 。 私の 見 方 が間 違 っ てい な

け れ ば 、 「 産業 別 有 効 求 人 数 」 を見 る と、 こ の よ う な分 野 の 企業 が 人 をた く さ ん

欲 し い と 言 って い る の が 、 こ こ のパ ー セン テ ー ジ が 多い と い うこ と で よろ し い で

す か 。 そ れ に対 し て 上 は 、 こ れ らを 勉 強し た い と 言 って い る 人の 数 だ と思 い ま す。

例 え ば IT な ど も 、 求 人 数 に 関 して は 割合 と し て 少 ない け れ ども 、 そ れを 望 む 人

が す ご く 多 い。 当 た り 前 の こ と です が 、人 気 職 種 で 雇わ れ る ため に は より 高 い ス

キ ル が 必 要 で、 同 じ ス キ ル な ら 、先 ほ ど申 し 上 げ た よう な 、 対人 関 係 や課 題 発 見

な ど の 別 の スキ ル が 伴 っ て い な いと 、 競争 が 激 し い ので 採 用 され な い と思 う の で

す 。 そ う す ると 、 人 気 が 高 い も のほ ど より 高 い ス キ ルが 身 に 付く 訓 練 、あ る い は

長 い 期 間 の 訓練 を 受 け て 、 ハ ー ドル を こな し て い か ない と 職 に就 け る 可能 性 は 少

な い の で は ない か と 思 う の で す 。そ の よう な ウ エ イ トの 掛 け 方は あ る ので し ょ う

か 。 比 較 的 需要 の 多 い と こ ろ に 行く の であ れ ば 低 い スキ ル で も入 り や すい の で す
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が 、 そ う で はな い 実 状 が こ こ に ある と 思う の で す 。 皆が や り たい と 思 って い る こ

と と 、 実 際 に求 人 が あ る か に は かな り ミス マ ッ チ が あり ま す 。そ の 点 は、 受 け に

行 く 人 も 当 然そ の 覚 悟 を し て 頑 張ら な いと い け な い と思 う の です 。 そ のよ う な 訓

練 の 長 さ や レベ ル 感 の 設 定 は 行 わ れ て いる の で し ょ うか 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 お っ し ゃ られ て い る こ と は 、 最初 の ほう に 言 わ れ た、 「 関 連就 職 」 の議 論 の 本

質 と も だ い ぶ関 連 し て く る の か も し れ ませ ん 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 そ れ も そ うで す が 、た と え ば IT 分 野に 携 わ り た い人 は た くさ ん い ます か ら 、

単 に ワ ー ド がで き る 、 エ ク セ ル が少 し でき る ぐ ら い の人 は 山 ほど い る 中で 、 事 務

職 な ら 先 ほ どの そ れ 以 外 の ス キ ルに な るの か も し れ ませ ん が 、情 報 通 信の プ ロ グ

ラ ム な ど で あれ ば 、 よ り 高 い そ の分 野 のス キ ル が な いと 雇 わ れな い と 思い ま す 。

そ う す る と 、よ り 高 い レ ベ ル の 訓練 が 行わ れ な い と 実際 に は マッ チ ン グで き な い

の で は な い かと 思 っ た の で 、 そ の よ う な配 分 に な っ てい る の かと い う こと で す 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 訓 練 内 容 の設 定 や 習 得 に 要 す る期 間 につ い て は 、 実際 の 個 々の 企 業 の現 場 と 厳

密 に 一 致 す るわ け で は あ り ま せ んが 、 基本 的 に は ど の職 業 に も、 培 う べき 能 力 に、

「 こ う や れ ばベ ス ト だ 」 と い う 形よ り は、 こ の 能 力 を培 え ば 最低 限 と いう と こ ろ

に 訓 練 期 間 は設 定 さ れ て い て 、 離 職 者 訓練 と し て は 3 か 月 か ら 6 か 月 の 訓練 が 多

い の が 実 情 です 。 業 界 や 実 際 の 訓練 実 施機 関 の い ろ いろ な ご 意見 の 中 には 、 例 え

ば IT や 情 報 で は 、 「 こ う い っ た訓 練 を長 く す れ ば これ こ れ のス キ ル につ い て は

も っ と で き る の に 」 な ど の 要 望 は承 っ てい ま す 。 た だ、 離 職 者訓 練 の 基本 的 な 機

能 や 分 野 設 定 に 関 し て は 、 ハ ロ ーワ ー クの 求 人 等 を 見込 ん で 最低 限 の 期間 や レ ベ

ル に し て い る の が 現 状 で す 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 最 後 に もう 1 つ で す 。 資 料 3 の「 論点 2」 の ①で 、 「 施 設内 訓 練 」と 「 委 託訓

練 」 で は 10 ポ イ ン ト 、 施 設 内 訓練 の ほう が 率 が 高 いの で す が、 数 は 委託 訓 練 の

ほ う が 多 い 。委 託 訓 練 の 効 果 を より 上 げて い か な い と、 同 じ お金 を 使 うの に 効 率

的 で は な い と思 い ま し た 。 民 間 の企 業 から 請 け 負 う 研修 な ど では 、 例 えば カ リ キ

ュ ラ ム が 適 当で 役 に 立 っ た か 、 難易 度 はど う だ っ た か、 資 料 はわ か り やす か っ た

か 、 講 師 は どう か 、 時 間 は ど う かな ど を事 細 か に ア ンケ ー ト を取 っ て 厳し く 評 価

さ れ て 、 評 価が 低 い 場 合 は 、 次 の教 育 機関 や 次 の 講 師に 入 れ 替え ら れ てい く と い

う 競 争 が 働 いて い ま す 。 教 育 を 受託 し てい る 機 関 の 競争 が 働 くよ う に きち ん と 効

果 を 測 定 し てい ま す か。 な ぜ 施 設内 の ほう が 就 職 率 が高 い の か、 指 導 した り 振 り

返 り を 行 う など の 検 証 は さ れ て い る の でし ょ う か 。  
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○ 職 業 能 力 開発 局 能 力 開 発 課 長  

 「 施 設 内 訓練 」 の ほ う が 就 職 率が 高 いの で す が 、 これ は 施 設自 ら が 直接 経 営 し

て い る こ と もあ り ま す し 、 独 法 です と 、も の づ く り 中心 に や って い る こと も あ り

ま す 。 そ こ で教 育 を 担 当 し て い る訓 練 指導 員 も そ の 分野 の ス ペシ ャ リ スト で あ り、

何 回 も こ の よう な 訓 練 の ク ー ル を回 し てい っ て い る 間に 、 求 人企 業 と のネ ッ ト ワ

ー ク と い っ た結 び つ き が で き て くる メ リッ ト の 要 素 があ り ま す。 た だ 、弱 点 と し

て は 、 20 人、 30 人 と い っ た 定 員の 数 があ ま り こ な せな い 。 また 、 そ の場 合 の 産

業 ニ ー ズ も あ り ま す 。  

 一 方 で 、 「委 託 訓 練 」 は 都 道 府県 を 中心 に 委 託 を 出し て い ます 。 就 職率 が 問 題

に な っ て い るの は 委 託 先 に な り ます 。 製造 業 関 係 の 施設 内 訓 練を や っ てい る 都 道

府 県 が 委 託 を出 し て い る の で す 。受 注 機関 に 対 し て 委託 元 の 施設 は 分 野が 限 ら れ

て い ま す が 、就 職 支 援 に 関 し て は高 い ノウ ハ ウ を 持 って い ま す。 就 職 のノ ウ ハ ウ

が も し 委 託 先に 不 足 し て い る の であ れ ば、 委 託 訓 練 の委 託 先 は民 間 教 育訓 練 機 関

で す か ら 、 訓練 を 行 う 能 力 は 持 って い ます が 、 就 職 支援 を 行 う能 力 は バラ バ ラ で

す 。 で す か ら、 こ れ が 実 際 の 数 字に 結 びつ い て い る わけ で す 。そ の 辺 のノ ウ ハ ウ

を し っ か り 伝え て 、 施設 に 巡 回 や就 職 支援 の 担 当 者 を置 く と とも に 、 訓練 機 関 に

就 職 支 援 責 任者 等 を 置 い て 、 体 系 的 な 就職 支 援 を 行 うよ う に 指導 し て いま す 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 時 間 の 関 係で も う 止 め ま す が 、い ま 伺っ て 思 っ た こと で す 。私 た ち が普 通 に 仕

事 を す る と きは 、 頼 ま れ る の は 訓練 で あっ て も 成 果 に結 び つ かな い 訓 練を し て い

て も 仕 方 が ない の で す 。 そ も そ も受 注 して い る ク ラ イア ン ト には ニ ー ズが あ っ て、

そ の 目 的 を 果た す た め の 訓 練 を 行っ て いる の で 、 や はり そ こ まで も 含 めた 努 力 を、

受 託 し て い る民 間 研 修 機 関 が 頑 張ら な けれ ば い け な いの で は ない か と 思い ま す 。

そ の よ う に 持っ て い く た め の 成 果の 検 証を も う 少 し きっ ち り とや る こ とで 、 新 た

な 受 託 研 修 機関 に 取 ら れ て し ま うか も しれ な い と い う危 機 感 を持 っ て 自ら 努 力 を

す る と 思 う ので す 。 そ う い っ た 働き か けを す る ほ う がい い と 思い ま し た。 も う さ

れ て い る か もし れ ま せ ん け れ ど も 。  

 

○ 職 業 能 力 開発 局 長  

 1 点 だ け 補足 し た い と 思 い ま す。 実 は、 こ の よ う な委 託 し た先 に は 、訓 練 奨 励

金 と い う 訓 練費 用 を 援 助 し て い るの で す。 そ の と き にイ ン セ ンテ ィ ブ 措置 を 取 っ

て い ま し て 、就 職 率 の 高 い と こ ろに よ り奨 励 金 を 高 めに す る 。そ の よ うな 形 を 通

じ て 訓 練 機 関自 体 が 就 職 率 を ア ップ す るよ う な 仕 組 みは あ る ので す 。 さら に 働 き

か け も 含 め て、 い ま の ご 指 摘 の とこ ろ はト ー タ ル に 対応 し て いき た い とは 思 っ て

い ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 時 間 も 徐 々に な く な り つ つ あ り ま す 。  
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○ 脇 坂 委 員  

 「 論 点 3」 が 全 然 手 付 か ず な ので 、 いま か ら 申 し 上げ ま す 。雇 用 創 出基 金 事 業

に は こ の 2、 3 年 間 す ご い 金 額 を投 じ て、 今 後 は 少 なく な っ てい く 。 大き な ポ イ

ン ト は 、 お そ ら く こ れ を さ れ た のは 、 単に 補 助 金 を 出し た と きだ け の 雇用 で は な

く 、 そ れ を 出 発 点 と し て 雇 用 が 広が っ てい く と い う 形で さ れ たと 思 う ので す 。 い

ろ い ろ な 報 告 書 が 上 が っ て き て いる と 思い ま す が 、 うま く い って い る ケー ス と 駄

目 だ っ た ケ ー ス 、 例 え ば 補 助 金 はも ら った け れ ど 会 社が 潰 れ てし ま っ たと か 、 そ

の よ う な 悪 い ケ ー ス 、 良 い ケ ー スと 悪 いケ ー ス の 両 方に つ い て、 こ の 地域 で は こ

う や っ た の だ と い う 、 そ れ が 本 当の 検 証だ と 思 う の です 。 ど うし て も こう い う と

き は 良 い ケ ー ス だ け し か 出 て こ ない の で、 良 い ケ ー スと 悪 い ケー ス の 両方 を 出 し

て 、 地 域 の こ と は 地 域 の 人 が い ちば ん 良く 知 っ て い ます か ら 、ど う し てそ う な っ

た の か 、 悪 い と き は ど う し て そ うな っ たの か 、 良 い とき は ど うし て そ うな っ た の

か 、 そ の よ う な 形 の 検 証 を さ れ た ら い いの で は な い かと 思 い ます 。  

 

○ 職 業 安 定 局地 域 雇 用 対 策 室 長  

 ご 指 摘 い ただ き ま し て あ り が と う ご ざい ま す 。 検 証に つ き まし て は 、資 料 2 の

32 頁 に 少 し あ り ま す 。 先 生 の お っ し ゃ る よ う な 個 別 の ケ ー ス で は あ り ま せ ん が 、

「 基 金 事 業 を実 施 し ま し て 具 体 的に ど のよ う な 成 果 があ っ た か」 が こ ちら に あ り

ま す 。 基 金 は何 種 類 が あ り ま し て、 「 ふる さ と 雇 用 再生 特 別 基金 事 業 」に つ き ま

し て は 、 事 業を 作 っ て い た だ い て、 そ の事 業 を 基 金 終了 後 も 継続 し て いた だ い て、

そ の 事 業 で 引き 続 き 雇 用 し て い ただ く とし て 、 雇 用 を作 っ て いく た め に実 施 し た

も の で す 。 こち ら に つ い て の 検 証 は こ の 3 月 に 実 施 した ば か り で、 事 業 終了 直 後

で す 。 こ こ を見 て い た だ き ま す と 、 「 基金 事 業 終 了 後の 就 業 の有 無 」 は 6 割 程 度

と な っ て い ま す 。 60％ の う ち 50％ は 引 き 続 き 委 託 先 の 事 業 所 で 雇 用 さ れ て い ま

す 。 10％ は 別 の 事 業 所 で 雇 用 さ れて い ます 。 ほ か の もの に 比 べて 少 し 数字 が 低 く

な っ て い ま す。 後 ほ ど ご 説 明 し ます が 、ほ か の 事 業 は、 事 業 終了 後 の 半年 後 に 実

施 し て い ま すの で 、 半 年 間 で 徐 々に 就 職率 が 上 が っ てい た た め、 そ う いっ た 事 情

が あ っ て 少 し数 字 的 に は 低 く な っ て い ます 。  

 こ ち ら は 良 か っ た ケ ー ス に 偏 っ て い ま す が 、 「 技 能 ・ 経 験 の 蓄 積 に な っ た 」

「 仕 事 の 内 容 が 合 っ て い た 」 な ど 、 一 定の 評 価 を い ただ い て いま す 。  

 「 緊 急 雇 用創 出 事 業 」 「 重 点 分野 雇 用創 造 事 業 」 、こ れ は 事業 を 作 って い く の

で は な く 、 当面 の 、 つ な ぎ 雇 用 を提 供 する 事 業 で す 。緊 急 雇 用創 出 事 業は 、 平 成

20 年 の 2 次 補 正 で ま ず 始 ま り まし た 。こ れ に つ き まし て は 、特 に 分 野を 限 定 せ

ず に 、 ど の よう な 分 野 で も 構 わ ない の で、 つ な ぎ 雇 用を 作 っ てく だ さ いと し て 実

施 し ま し た 。平 成 21 年度 第 2 次補 正 で積 ん だ も の が重 点 分 野雇 用 創 出事 業 で す。

こ れ は 、 成 長分 野 に 絞 っ て 事 業 を実 施 、つ な ぎ 雇 用 を作 っ て いた だ く とし て 、 事

業 の 質 が 若 干変 わ っ て い ま す 。  

 「 緊 急 雇 用 」 の ほ う で は 、 「 基 金 事 業 終 了 後 の 就 業 の 有 無 」 で 、 「 あ り 」 が

72.4％ で し た。 「 役 に 立 っ た 」 が 約 8 割で 、 理 由 と して は 、 「当 面 の 収入 が 得 ら

れ た 」 が い ちば ん 多 く な っ て い ま す 。  
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 「 重 点 分 野 雇 用 」 で は 、 「 基 金 事 業 終 了 後 の 就 業 の 有 無 」 で 「 あ り 」 が 76％

で 、 「 緊 急 雇用 」 に 比 べ て 就 業 率が 4％程 度 高 く な って い ま す。 「 役 に立 っ た 」

が 85％ 程 度 で 少 し 上 が っ て い ま す 。 役 に 立 っ た 理 由 と し て は 、 「 技 能 ・ 経 験 の

蓄 積 に な っ た」 が い ち ば ん 多 く なっ て いま す の で 、 重点 分 野 を絞 っ た こと で こ の

よ う な と こ ろに 効 果 が 出 て い る の で は ない か と 思 っ てい ま す 。  

 悪 い ケ ー スに つ い て は 、 い ま 説明 し まし た ア ン ケ ート の 中 で、 「 役 に立 た な か

っ た 」 と い うの が あ り ま す の で 、そ れ を説 明 し ま す 。「 役 に 立た な か った 理 由 」

と し て 、 「 雇 用 期 間 が 短 か か っ た 」 が 47％ 程 度 、 「 技 能 ・ 経 験 が 身 に つ か な か

っ た 」 が 32％程 度 あ り ま す 。  

 

○ 脇 坂 委 員  

 私 が 言 う のは 、 も っ と 広 い こ とで 、 そこ の 地 域 の 産業 に つ いて で す 。こ の 企 業

が も し 駄 目 にな っ て も い い の で す。 そ こが 起 点 と な って ほ か の雇 用 機 会が 生 ま れ

れ ば い い の で、 も っ と 、 A 県 B 地域 の 具体 的 に こ れ があ っ た から ど う だっ た と い

う 形 の 、 良 いケ ー ス と 悪 い ケ ー スな の です 。 単 に そ の人 だ け では な く て、 雇 用 創

出 で す か ら 、そ れ が 引 き 金 と な って 、 そこ が ワ ッ と 広が っ て いけ ば い いの で す 。

そ の よ う な こと ま で 含 め た 検 証 をし て 欲し い 。 で す から 、 ア ンケ ー ト では な く て、

そ の 地 域 の 具体 的 な ケ ー ス で 、 うま く いっ た ケ ー ス とう ま く いか な か った ケ ー ス、

そ れ が 今 後 とて も 参 考 に な る の で は な いか と 思 い ま す。  

 

○ 阿 部 座 長  

 私 の 進 行 がま ず か っ た の か 、 予 定 の 時間 は あ と 残 り 5 分 で す。 私 も 質 問し た い

こ と が あ る ので す が 、 ほ か に も 皆さ ん 、ま だ い ろ い ろ質 問 し たい こ と があ る と 思

い ま す の で 、こ の 後 は 質 問 だ け を出 し てい た だ い て 、そ れ を 次回 の こ の場 で ご 返

答 い た だ き たい と 思 い ま す 。 よ ろし い でし ょ う か 。 ご質 問 の ある 方 が いら っ し ゃ

れ ば 質 問 し てく だ さ い 。  

 

○ 秋 山 委 員  

 「 論 点 3」 の 雇 用 創 出 基 金 、 事業 が 終了 し て し ま いま す が 、例 え ば 「ふ る さ と

創 生 」 は 新 しい 産 業 で 雇 用 を 創 出す る とい う だ け で はな く 、 故郷 は 高 齢化 が ガ ー

ン と 進 み 切 って い る の で 、 そ こ に医 療 ・介 護 の 方 た ちが 入 っ て行 っ て 、訓 練 を 受

け て そ こ に 定着 し て く れ る と 、 逆に 地 域の 活 性 化 に つな が る と考 え る わけ で す 。

実 際 、 向 こ うは 人 員 が い な く て 困っ て いる 。 も ち ろ ん都 会 も 困っ て は いる け れ ど

も 。 そ の と きに 、 住 ま い の 問 題 が絡 ん でく る の で す 。い ま 、 厚労 省 の 医政 局 で 、

「 在 宅 医 療 ・ 介 護 安 心 2012」 と い う も の で 、 こ の よ う な こ と を し て い こ う と 示

さ れ て い ま す。 そ の 中 に 、 「 人 材の 育 成と 確 保 」 も もち ろ ん 出て き ま す。 高 齢 者

の 住 ま い の 問題 を 国 交 省 と も 絡 めて 考 えて い く 新 し い施 策 が 動い て い くの で 、 そ

こ に 雇 用 の 創出 も 併 せ て 考 え る と、 い まこ れ は 終 わ りに な り ます が 、 バラ バ ラ で

は な く 、 故 郷へ Ｕ タ ー ン す る 人 たち へ の重 点 の 雇 用 分野 を 介 護な ど に 限っ て 続 け

る な り 、 効 率的 に す る な り し て 、ほ か の部 局 の 方 と も交 流 を 持ち な が ら、 そ の よ
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う な 仕 掛 け が作 れ な い の か 。 い ま は バ ラバ ラ だ け れ ども 、 こ の 3 つ が 関 連し て 何

か を 生 み 出 せな い の か 、 そ の よ うな こ とを 出 し て こ れな い の でし ょ う か。 そ の よ

う に 考 え ま した が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 ほ か の ご 質問 は あ り ま す か 。  

 

○ 宮 山 委 員  

 阿 部 座 長 と和 泉 委 員 か ら お 話 があ り まし た 、 い わ ゆる モ ラ ルハ ザ ー ドの 問 題 に

関 し て で す 。「 訓 練 実 施 機 関 の 質の 管 理」 に つ い て 、ど の よ うな 方 法 を取 ら れ て

い る の か 、 次回 で 結 構 で す の で お 聞 か せい た だ き た いと 思 い ます 。  

 

○ 和 泉 委 員  

 キ ャ リ ア 開発 ア ド バ イ ザ ー や 育成 コ ンサ ル タ ン ト など 、 企 業を 回 っ て指 導 さ れ

る 方 が 全 国 にい ら っ し ゃ る と 伺 った の です が 、 そ の 方が 具 体 的に ど の よう な 指 導

を さ れ て い るの か 教 え て い た だ き た い と思 い ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 最 後 に 私 から 質 問 し ま す 。 「 論 点 3」に 関 し て 2 つあ り ま す。 1 つ は、 失 業 率

の 地 域 間 の バラ ツ キ に 対 し て 、 今回 の 雇用 創 出 基 金 事業 が ど のよ う な 効果 的 な 影

響 が あ っ た のか 、 な か っ た の か 、お 知 らせ い た だ き たい と 思 いま す 。 それ か ら 、

こ の 雇 用 創 出基 金 事 業 で 地 方 自 治体 が どの よ う な 感 想を 持 っ たの か 、 何か コ メ ン

ト が あ っ た のか 、 そ の 辺 り も お 聞 き し たい と 思 い ま す。  

 さ ら に 、 「論 点 1」 に 戻 り ま す。 そ もそ も 雇 用 調 整助 成 金 につ い て 、今 後 の 支

給 要 件 及 び 適正 な 助 成 内 容 を ど う考 え るか と い う 論 点が 立 っ てい ま す ので 、 そ れ

に つ い て も 次回 議 論 を し て み た いと 思 うの で す 。 こ れに 関 し ては 、 脇 坂委 員 か ら、

ド イ ツ の 制 度で 支 給 要 件 が ど う なっ て いる の か と い う質 問 が あり ま し たの で 、 そ

れ を お 調 べ いた だ い た 上 で 議 論 さ せ て いた だ き た い と思 い ま す。  

 ほ か に 何 かご ざ い ま す か 。 よ ろし け れば 本 日 の 議 論は こ れ で終 わ り にし た い と

思 い ま す 。 差支 え な け れ ば 、 西 村副 大 臣か ら 、 本 日 の議 論 を お聞 き に なっ て の ご

意 見 、 ご 感 想な ど が あ れ ば お 願 い し た いと 思 い ま す 。  

 

○ 西 村 厚 生 労働 副 大 臣  

 座 長 の ご 指名 で す の で 。 今 日 は本 当 にあ り が と う ござ い ま した 。 大 変良 い 議 論

を い た だ い た と 思 っ て い ま す 。 特 に 、 効 果 ・ 成 果 を き ち ん と 検 証 し て こ そ の

PDCA サ イ ク ル が 始 ま る と い う こ と 、 そ し て 、 様 々 な 細 か い お 話 も い ろ い ろ と い

た だ き ま し た 。 冒 頭 に 、 “ 雇 用 を「 守 る」 ” “ 雇 用 を「 創 る 」” “ 雇 用を 「 つ な

ぐ 」 ” 、 こ の 3 つ の 分 野 だ と い う説 明 があ り ま し た が、 私 は やは り 、 雇用 に 関 し

て は 特 に 、 ど の 部 分 、 パ ー ツ に つい て も、 つ な ぐ と いう こ と はと て も 大事 な こ と

な の で は な い か と 思 い ま す 。  
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 最 後 に 座 長か ら 、 こ の 雇 用 創 出の 事 業に 対 し て 自 治体 の 感 想が ど う なの か と い

う ご 質 問 が あり ま し た が 、 そ の よう な とこ ろ と も 、 きっ ち り とつ な ぐ こと が 必 要

に な っ て く ると 思 い ま す 。 今 日 い た だ いた 議 論 を 踏 まえ て 、 次の 第 2 回 目の 仕 分

け の と き に は省 と し て も し っ か りと 準 備を し て 臨 み たい と 思 いま す の で、 ま た ど

う ぞ よ ろ し くお 願 い い た し ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 あ り が と うご ざ い ま し た 。 本 日は 、 最後 に 五 月 雨 式に い く つか 宿 題 が出 ま し た

の で 、 是 非 次回 ま で に よ ろ し く お願 い しま す 。 そ れ では 、 事 務局 か ら 次回 の 連 絡

を し て く だ さい 。  

 

○ 統 括 審 議 官（ 事 業 仕 分 け 担 当 ）  

 次 回 は ち ょう ど 2 週 間 後 、 6 月 8 日 （金 ） 午 後 2 時か ら で す。 次 回 は、 仕 分 け

結 果 と い い ます か 、 提 言 を お ま とめ い ただ き ま す の で、 1 時 間程 度 の 議論 で お 願

い し た い と 思っ て い ま す 。 宿 題 は出 て おり ま す け れ ども 、 そ のぐ ら い の時 間 で お

願 い し た い と思 っ て い ま す 。 場 所 は こ の建 物 の 12 階第 12 会 議室 を 予 定 して い ま

す 。 よ ろ し くお 願 い い た し ま す 。  

 

○ 阿 部 座 長  

 こ れ で 本 日の 「 提 言 型 政 策 仕 分け 会 合」 を 閉 会 い たし ま す 。本 日 は どう も あ り

が と う ご ざ いま し た 。  


